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全
ト
協
、７
年
度
੫
制
改
正
要
望
の
結
果

Ｇ
Ｅ
「̥
ト
ッ
ϓ
ラ
ン
ナ
ー

」表
জ
ࣜ

東
京
ト
ラ
ッ
ク
業
界
４
団
体
・
新
年
交

会

東
ト
協
、交
通
ࢮ

事
故
件
数
が
増
加

国
交
省
、事
業
者
数
が
２
年
連
続
減
少

２４５６７

東
ژ

ト
ϥ
ッ
ク
協
会（
ਫ

ޭ
会

）

は
１
݄
øþ

、ઍ

ా
۠
の
ఇ
ࠃ
ϗ
ς
ϧ
東

ژ
で
ྩ

̒
年
度
第
̐
ճ
ཧ
事
会（
̬
̴
̱

ซ
༻
）を
開
࠵
。
年
಄
の
͋
い
さ
つ
に
ཱ
ỳ

た
ਫ

会

は
、業
ք
の
՝

に
ݸ
ผ
で
ର

ॲ
す
る
こ
と
は
ࠔ
難
で
͋
り
、会
員
・
支
部
・

ຊ
部
の
一
க
ஂ
݁
の
ඞ
ཁ
ੑ
を
ڧ
ௐ
し
た
。

ٞ
事
で
は
今
年
の
東
ژ


会
ٞ
ॴ
ٞ

員
બ
）ڍ
ø÷
݄
２

）ީ
ิ
者
に
、ઙ
Ҫ
㑑

໊
༪
会

を
業
ք
の

ද
と
し
て
ਪ
ન
す

る
こ
と
を
ঝ
ೝ
し
た
΄
͔
、

に
お
け
る

事
業
༻
՟

ࣗ
動
ं
が
ؔ
༩
し
た
ࢮ

事

ނ
ൃ
ੜ
ঢ়
گ
、ඪ
४
త
運

の
ಧ
ग़
ঢ়
گ
に

つ
い
て
ใ
ࠂ
し
た
。

同
日
は
、
ਫ


会
長
が
あ
い
さ
つ

し
、「
物
流
の
２

０
２
４
年
問

の

解
決
に
は
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
が

ド
ラ
イ
バ
ー
フ
Ỹ

ー
ス
ト
の
視
点
に

立
ち
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
環
境
と

۰
を
改
ળ
す
る

と
と
も
に
、
安
全
教
育
の
拡

充
と
健
康
管
理
の
徹
底
を
図

り
、
業
界
の
ࣾ
会
的
地
Ґ
の

向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
ඞ

要
」
と
し
、
協
会
と
し
て
標

準
的
運
賃
の
届
出
促
進
、
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
安
全
確
保
、

広
報
活
動
の
展
開
の
ඞ
要
性

を
強
調
し
た
。「
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
に
は
解
決
す

き

多
く
の
՝

が
あ
り
、
ݸ
別

に
対
ॲ
す
る
こ
と
は
ࠔ


だ
。
物
流
を
取
り
ר
く
環
境

が
目
ま
ぐ
る
し
く
ม
化
す
る

今
こ
そ
、
物
流
の
第
一
ઢ
で

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
ܞ
わ
っ
て

い
る
会
員
の
օ
༷
と
、
各
地

Ҭ
の
物
流
の
活
動
で
協
会
を

支
え
る
支
部
と
、

取
り
を

す
る
本
部
が
一
க
団
結
し
て

い
か
な
け
れ

な
ら
な
い
」

と
結
ଋ
を
呼
び
か
け
た
。

議
事
で
は
、
改
選
期（
任

期
３
年
）を
ܴ
え
た
東

１

߸
議
員
選
ڍ
立
ީ
補
者
の
推

ન
に
つ
い
て
審
議
。
現
在
、

東

１
߸
議
員
を
務
め
て
い

る
ઙ
Ҫ
㑑
໊
༪
会
長
を
、
引

き
続
き
東
ト
協
と
し
て
推
ન

す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

こ
れ
に

い
、
ਫ

会
長

東
ト
協
運
輸
安
全

委
員
会（

本
উ


委
員
長
）は
１
月
９

日
、
新
॓
۠
ਢ
լ
ொ

の
東
京
࢛
୩
総


守
・
ਢ
լ
ਆ
ࣾ
で
、

令
和
７
年
交
通
ࢮ
ই

事
故
減
少
の
た
め
の

ف
ئ
を
行
っ
た
。


本
委
員
長
を
は
じ
め

委
員
が
同
ਆ
ࣾ
を
ࢀ
ഈ
し
、

令
和
７
年
の
新
春
に
あ
た

り
、
東
京
ト
ラ
ッ
ク
業
界
新

年
交

会
の
主
催
者
を

表

い
た
し
ま
し
て
、新
年
の
͝
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ࡢ
年
は
、
自
動
車
運
స
業

務
の
年
間
時
間
֎
労
働
時
間

の
上
ݶ
を
９
６
０
時
間
と
す

る
േ
則
付
き
の
規
制
が
４
月

か
ら
適
用
さ
れ
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
力
を
今
後
は
確
保
で
き

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う「
物
流
の
２
０
２
４
年

問

」
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
ཪ
を
ฦ
せ

、
๛

か
な
国
ຽ
生
活
と
活
発
な

産
業
活
動
が
、
他
の
産
業
と

比
ֱ
し
て
労
働
時
間
が
長
い

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
き
た
こ
と
や
、
荷

主
企
業
の
優
越

的
な
地
Ґ
の
下

で
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
が

低
い
運
賃
ऩ
ೖ

と
ෆ
安
定
な
賃

金
体
ܥ
を
受
け

ೖ
れ
͟
る
を
得

ͣ
ݫ、
し
い
経
Ӧ
環
境
に
さ
ら

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、長
い
年

月
を
経
て
、
よ
う
や
く
ݦ
在

化
し
た
と
も
い
え
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
య
ܕ
的

な
労
働
集
約
ܕ
産
業
で
あ

り
、「
物
流
の
２
０
２
４
年

問

」
の
解
決
に
は
、
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
確
保

と

۰
改
ળ

が
ෆ
可
欠
で

す
。こ

の
点
、

府
は
、
国
土

交
通
省
を
は
じ
め
と
し
た
各

省
ி
と
連
ܞ
し
、
ト
ラ
ッ
ク

を
止
め
な
い
た
め
に
、
過
去

に
ྨ
を
見
な
い
ほ
ど
の
規
模

と
ྔ
で
あ
ら
Ώ
る
施
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。

特
に
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流

Ｇ
メ
ン
が
ෆ
公
平
な
取
引
׳

行
な
ど
の
情
報
を
ऩ
集
し
、

こ
の
情
報
を
基
に
公
正
取
引

委
員
会
が
企
業
໊
を
公
表
し

て
ੋ
正
ק
告
を
行
っ
た
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き

な
ม
化
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、「
物
流
の

２
０
２
４
年
問

」
を
ܖ
ػ

と
し
て
、
業
界
に
強
い
フ
ォ

ロ
ー
の
෩
が
ਧ
い
て
い
ま
す

が
、
ࢲ
た
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
は
こ
の
問

を
一
過

性
の
も
の
と
ܰ
視
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
日
本
の
人
口
の

５
人
に
１
人
が
75
ࡀ
以
上
の

後
期
高
ྸ
者
と
な
る「
２
０

２
５
年
問

」を
ܴ
え
、わ
が

国
全
体
が
労
働
力
ෆ

に
直

໘
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ඞ
要
な
労
働
力
を
持
続
的

に
確
保
し
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

を
成
長
ي
道
に

せ
る
た
め

に
は
、
自
ݾ
ม
革
を
ڪ
れ
る

こ
と
な
く
、
荷
主
企
業
を
は

じ
め
と
し
た

あ
ら
Ώ
る
ス

テ
ー
ク
ホ
ル

μ
ー
と
対
ቂ

し
て
、運
賃・

ྉ
金
ਫ
準
の
向
上
と
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

۰
改
ળ

を

求
し
続
け
る
ඞ
要
が
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
関
係
法
令
の

改
正
に
よ
っ
て
貨
物
自
動
車

運
送
業
が
特
定
ٕ

制
度
の

対
象
分

に

加
さ
れ
た
こ

と
を
౿
ま
え
、
ҝ
ସ
ࢢ
場
の

動
向
や
ੈ
界
の
労
働
ࢢ
場
に

お
け
る
日
本
の
Ґ
置
づ
け
を


視
し
つ
つ
、
֎
国
人
労
働

力
の
活
用
も
視

に
ೖ
れ
る

時
期
に
དྷ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
̞
Ｔ
リ

テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
て
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
い
か

に
業
務
効
率
化
を
図
っ
て
い

く
か
、
ి
ؾ
・
ਫ
素
な
ど
の

次
ੈ

エ
ω
ル
Ϊ
ー
を
ܰ
༉

に

わ
る
೩
ྉ
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
ೖ
れ
て
い
く
か

な
ど
、
業
界
に
は
多
く
の
՝


が
ࢁ
積
し
て
い
ま
す
が
、

東
京
の
ト
ラ
ッ
ク
関
係
４
団

体
が
引
き
続
き
一
க
団
結

し
、
ॾ
՝

の
解
決
に
取
り

組
む
所
ଘ
で
す
。
関
係
各
Ґ

の
一

の
͝
支
ԉ
を
お
ئ
い

い
た
し
ま
す
。

を
本
部
長
と
す
る
選
ڍ
対
策

本
部
を
設
置
し
、
４
期
目
の

当
選
を
目
ࢦ
す
。
選
対
本
部

の
෭
本
部
長
は
各
෭
会
長
、

委
員
は
各
支
部
長
が
務
め

ٶ
࢘
よ
り
会
員
事
業

者
の
交
通
安
全
・
事

故
防
止
の
た
め
の
ف


を
受
け
た（
写
真
上
）。

続
い
て
、
東
ト
総
合
会
館

で
、
だ
る
ま
の
目
ೖ
れ
ࣜ
を

執
り
行
い
、「
事
業
用
自
動
車

総
合
安
全
ϓ
ラ
ン
２
０
２
５
」

の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
東

ト
協
໊
ೖ
り
だ
る
ま
に
ࢀ
加

し
た
委
員
の
ख
に
よ
っ
て
目

が
ೖ
れ
ら
れ
た（
写
真
Լ
）。


本
委
員
長
は
、「
目
標

の
達
成
に
ᬏ
進
し
、
増
加
の

る
。な

お
、東

１
߸
議
員
は
、

東

の
最
高
意
ࢤ
決
定
ػ
関

で
あ
る
議
員
総
会
の
ߏ
成
員

で
、
東

の
事
業
活
動
な
ど

に
発
ݴ
力
を
持
ち
、
強
い
影

響
を
及
΅
す
。
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
実
状
や
意
見
・
要

望
を
広
く
産
業
界
に
発
信
し

て
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、

業
界
の
振
興
・
発
展
に
د
༩

す
る
た
め
に
、
東
ト
協
を
ڍ

げ
て
上
Ґ
当
選
を
目
ࢦ
す
。

議
事
で
は
、
令
和
６
年
の

都
内（
ܯ
視
ி
管
内
）に
お

け
る
事
業
用
貨
物
自
動
車

が
関
༩
し
た
ࢮ

事
故
発
生

状
況
に
つ
い
て
આ
明
。
会
員

第
一
当
事
者
お
よ
び
会
員
関

༩
の
ࢮ

事
故
件
数
は
と
も

に
前
年
比
で
増
加

向
に
あ

る
。東

ト
協
で
は
、１
月
７
日
、


本
উ

運
輸
安
全
委
員

長（
෭
会
長
）໊
で「
新
し
い

年
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

に
つ
い
て
」
の
文
書
を
改
め

て
発
出
す
る
と
と
も
に
、
同

９
日
に
は
同
委
員
会
で
交
通

ࢮ
ই
事
故
減
少
ف
ئ
を
実
施

し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。（
̒

໘
ɾ
ผ
ܝ
参
照
）

続
い
て
、
ࡾ
ଜ
Ғ
一

෭

会
長（
物
流

策
委
員
長
）

が
標
準
的
運
賃
の
届
出
状
況

に
つ
い
て
આ
明
。
６
年
12
月

末
時
点
で
、
東
ト
協
会
員
の

届
出
率
は
82・
７
％
と
な
っ

た
。
ੈ
ా
୩
・
目
ࠇ
・
ਿ
ฒ
・

൘
ڮ
・
台
東
の
５
支
部
は
１

０
０
％
を
達
成
し
た
ほ
か
、


・
ᷤ
০
・
文
京
・
๛
ౡ
の

４
支
部
が
目
標
の
95
％
を
達

成
し
て
い
る
。
届
出
率
は
、

６
年
３
月
末
時
点
の
56
・
７

％
か
ら
26
・
０
⻲
と
大
幅
に

増
加
し
た
。

一
్
を
୧
る
ࢮ


事
故
件
数
を
Կ
と

し
て
も
৯
い
止
め
な
け
れ


な
ら
な
い
。
新
年
を
ܴ
え
、

会
員
各
ࣾ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

新
た
な
ؾ
持
ち
で
運
స
業
務

に
ै
事
し
、
交
通
安
全
・
事

故
防
止
ف
ئ
を
ܖ
ػ
と
し

て
、
一
க
団
結
し
て
৻
重
、

確
実
か
つ

意
ਂ
い
運
స
を

心
ֻ
け
、
安
全
運
స
に
努
め

て
ほ
し
い
」と
ड़

た
。

東
ト
協
で
は
、６
年
中
の

会
員
事
業
者
関
༩
の
交
通

ࢮ

事
故
件
数
が
前
年
比

で
増
加
し
、
増
加

向
に
あ

る
。
本
年
は「
事
業
用
自
動

車
総
合
安
全
ϓ
ラ
ン
２
０
２

５
」
の
最
ऴ
年

に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
ト
ラ
ッ

ク
の
目
標
と
す

る
ࢮ
者
数
１
９

０
人
以
下（
ܰ

貨
物
を
ؚ
む
）、

ҿ
ञ
運
స
ゼ
ロ

を
達
成
す
る
た

め
、
改
め
て
事

故
防
止
の
徹
底

を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い

る
。

ࡾ
ଜ
෭
会
長
は
、「
標
準

的
運
賃
届
出
促
進
の
活
動
は

２
月
末
を
期
ݶ
と
す
る
が
、

正
෭
会
長
会
で
支
部
活
動
費

を

加
支
څ
す
る
こ
と
を
検

討
し
た
。
目
標
の
95
％
を
達

成
す
る
た
め
、
各
支
部
に
は

改
め
て
協
力
を
お
ئ
い
す

る
」と
呼
び
か
け
た
。

こ
の
ほ
か
、
今
後
の
主
な

会
議
予
定
に
つ
い
て
આ
明
し

た
。な

お
、
同
日
は
理
事
会
ऴ

ྃ
後
、
東
ト
協
を
は
じ
め
業

界
４
団
体
ڞ
催
に
よ
る「
東

京
ト
ラ
ッ
ク
業
界
新
年
交


会
」
を
開
催
し
た
。（
̑
໘
参

照
）

ਫձ

ઙ
Ҫ
໊
༪
ձ

Λ
ਪ
ન


౦

̍
߸
ٞ
һ

બ
ڍ
ީ
ิ
ऀ

運
賃
・
料
金
水
準
の
向
上
へ

ド
ラ
イ
バ
ー
待
遇
改
善
を
追
求

৽

ަ

ձ

ਫ

ձ

͋
͍
͞

ớͭ
ཁ

Ờ

「
ϓ
ϥ
ϯ
̎
̌
̎
̑
」

ඪ
ୡ


ͩ
Δ
·
を
։
؟

ඪ४త運ಧग़����ˋ
ΊΔٻΛྗڠ෦ʹඪୡͷࢧ

ަ
௨
҆
શ
Λ
ف
ئ

東ト協 運輸安全委員会

̒
ୈ̐ճ 理事会東ト協
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
令
和
７
年
度
੫
制
改
正

に
関
す
る
要
望
と
結
果
を
ま

と
め
た
。
７
年
度「
༩
ౘ
੫

制
改
正
大
ߝ
」（
ࡢ
年
12
月
）

に
お
い
て
、
中
小
企
業

ࢿ

促
進
੫
制
の
特
ྫ
措
置
の
適

用
期
ݶ
が
２
年
延
長
さ
れ
た

ほ
か
、
各
特
ྫ
措
置
の
適
用

期
ݶ
も
延
長
さ
れ
た
。

要
望
項
目
と
結
果
は
次
の

通
り
。

̍

ࣗ
ಈ
ं
ؔ

ॾ
੫
ͷ
؆

ૉ
Խ
ɾ
ܰ
ݮ


ᾇ
自
動
車
関
係
ॾ
੫
の
؆
素

化
・
ܰ
減

自
༝
ຽ
主
ౘ
、
公
明
ౘ
及

び
国
ຽ
ຽ
主
ౘ
の
װ
事
長
間

で「
い
わ
Ώ
るứ
ガ
ι
リ
ン

の

定
੫
率
Ừ
は
、
廃
止
す

る
。
۩
体
的
な
実
施
方
法
等

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
関

係
者
間
で

実
に
協
議
を
進

め
る
」
こ
と
が
合
意
さ
れ
た

ࢫ
、大
ߝ
に
記
載
さ
れ
た
。

自
動
車
関
係
ॾ
੫
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、「
日
本
の

自
動
車
ઓ
ུ
や
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
長
期
展
望
等
を
౿
ま
え

る
と
と
も
に
、「
２
０
５
０

年
Χ
ー
Ϙ
ン
χ
ỿ
ー
ト
ラ

ル
」
目
標
の
実
現
に
積
極
的

に
ߩ
ݙ
す
る
も
の
で
な
け
れ


な
ら
な
い
。（
中
ུ
）
自
動

車
関
係
ॾ
੫
を
ෛ
担
す
る
自

動
車
Ϣ
ー
β
ー
の
理
解
に
も

ࢿ
す
る
よ
う
、受
ӹ
者
ෛ
担・

ݪ
Ҽ
者
ෛ
担
と
い
っ
た
՝
੫

の
考
え
方
や
、
こ
れ
ま
で
の

Ԋ
革
等
を
౿
ま
え
つ
つ
、


్
の
明
確
化
を
図
る
と
と
も

に
、
受
ӹ
と
ෛ
担
の
対
応
関

係
を
分
か
り
や
す
く
આ
明
し

ま
た
、
全
ト
協
は
令
和
７

年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係
施
策
に

関
す
る
要
望
と
結
果（
６
年

度
補
正
予
算
・
７
年
度
予
算

案
）を
ま
と
め
た
。
主
な
内

容（
国
土
交
通
省
お
よ
び
他

省
連
ܞ
事
業
な
ど
）は
、
次

の
通
り
。

ừ
̒


ิ
ਖ਼
༧
ࢉ
Ử

①
物
流
の
革
新
や
持
続
的

成
長
に
向
け
た
中
長
期
計
画

を
౿
ま
え
た
取
組
の
推
進

（
３
８
７
ԯ
ԁ
）

②
自
動
車
運
送
事
業
の
各

छ
申
請
ख
続
Φ
ン
ラ
イ
ン
化

に

う
申
請
ख
続
の
最
適

化
・
効
率
化
の
た
め
の
調
ࠪ

て
い
く
。そ
の
ࡍ
、

中
長
期
的
に
は
、

デ
ー
タ
の
利
活
用

に
よ
る
新
た
な
Ϟ

ビ
リ
テ
ỹ
α
ー
ビ
ス
の
発
展

等
、
自
動
車
の

を

え
た

Ϟ
ビ
リ
テ
ỹ
産
業
の
発
展
に


う
経
済
的
・
ࣾ
会
的
な
受

ӹ
者
の
広
が
り
や
保
有
か
ら

利
用
へ
の
Ҡ
行
等
の
考
え
方

を
౿
ま
え
つ
つ
、
公
平
・
中

立
・
؆
素
な
՝
੫
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
中
長
期
的
な
視

点
か
ら
、
車
体
՝
੫
・
೩
ྉ

՝
੫
を
ؚ
め
て
総
合
的
に
検

討
し
、
見
直
し
を
行
う
」
と

さ
れ
た
。

車
体
՝
੫
に
つ
い
て
は
、

「
取
得
時
に
お
け
る
ෛ
担
ܰ

減
等
՝
੫
の
あ
り
方
を
見
直

す
と
と
も
に
、
自
動
車
の
重

ྔ
及
び
環
境
性

に
応
じ
た

保
有
時
の
公
平
・
中
立
・
؆

素
な
੫
ෛ
担
の
あ
り
方
等
に

つ
い
て
、
関
係
者
の
意
見
を

ௌ
取
し
つ
つ
検
討
し
、
令
和

�
年
度
੫
制
改
正
に
お
い
て

結

を
得
る
」
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
利
用
に
応
じ
た
ෛ
担

の
適
正
化
に
向
け
た
՝
੫
の


組
み
に
つ
い
て
、「

్
、

執
行
・
関
係
ٕ
ज़
等
を
౿
ま

え
て
検
討
し
、
՝
੫
の

組

み
に
つ
い
て
、
令
和
�
年
度

੫
制
改
正
に
お
い
て
結

を

得
る
」と
さ
れ
た
。

ᾈ
自
動
車
関
係
ॾ
੫
に
お
け

る
Ӧ
自
֨
ࠩ
の
拡
充

自
動
車
੫
に
お
け
る
Ӧ
自

֨
ࠩ
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
ݴ、
及
さ
れ
な
か
っ
た
。

ᾉ
自
動
車
重
ྔ
੫
の
道
路
特

定
ࡒ
ݯ
化

自
動
車
重
ྔ
੫
の
道
路
特

定
ࡒ
ݯ
化
に
つ
い
て
は
、
ݴ

及
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
２
・
19
ԯ

ԁ
）③

持
続
可


な
物
流
を

支
え
る
物
流
効
率
化
実
ূ
事

業（
23
ԯ
ԁ
）ợ
経
産
省
事
業
Ụ

④
物
流
革
新
に
向
け
た
取

組
の
推
進
の
う
ち
持
続
可


な
৯
品
等
流
通
緊
急
対
策
事

業（
30
ԯ
ԁ
）ợ

ਫ
省
事
業
Ụ

⑤
運
輸
業
、
ւ
運
業
等
に

お
け
る
人
ࡐ
確
保
・
育
成
等

（
12
・
７
ԯ
ԁ
）

⑥
生
産
性
向
上
や
ຽ
間


ࢿ
の
༠
発
等
に
ࢿ
す
る
ߓ


ػ

の
強
化（
１
４
３
ԯ
ԁ
）

⑦

用
車
等
の
ి
動
化
促

進
事
業（
４
０
０
ԯ
ԁ
）ợ
環

境
省
・
経
産
省
・
国
交
省
連

ܞ
事
業
Ụ

⑧
α
ス
テ
ナ
ブ
ル

ݿ
Ϟ

デ
ル
促
進
事
業（
48
ԯ
ԁ
の

環
境
優
良

車
普
及
ػ
ߏ

（
̡
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）

は
１
月
10

日
、
令
和
６

年
度「
低


素
ܕ
デ
ỹ
ー

ゼ
ル
ト
ラ
ッ

ク
普
及
加


化
事
業
」
の

予
算

ֹ
が

２
割
ఔ
度
に

な
っ
た
こ
と

に

い
、
申

請
の
取
り
扱

い
を
ม
更
す

る
と
発
表
し
た
。

こ
の
た
め
、
１
月
11
日
以

߱
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
全

て
の
審
ࠪ
が
ऴ
ྃ
し
て
か
ら

の
補
助
金
交
付
と
な
り
、
予

算
ֹ
を

え
る
申
請
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
ॳ
め
て
申
請

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

１
月
17
日
、
国
土
交
通
省
道

路
局
に
対
し
て
、
重
要
物
流

道
路
の
ࢦ
定
に
関
す
る
要
望

書
を
提
出
し
た
。

要
望
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

重
要
物
流
道
路
の
ࢦ
定
に
加

え
て
、
新
た
に
13
か
所（
ಢ


・
܈
അ
・
石

・
੩
Ԭ
・

大
・ࡕ
Ԭ
）の
路
ઢ（
۠
間
）

を
ࢦ
定
す
る
よ
う
求
め
た
も

国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働

省
は
令
和
６
年
12
月
25
日
、

第
17
回「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時

間
改
ળ
中
央
協
議
会
」（
࠲

長
・

৲
ढ़
明
流
通
経
済
大

学
໊
༪
教
त
）を
開
催
し
た
。

を
行
う
事
業
者
や
申
請
台
数

の
少
な
い
事
業
者
を
優
先
し

て
ந
選
す
る
な
ど
の
配
ྀ
を

し
た
上
で
、
補
助
事
業
者
を

決
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。な

お
、
１
月
10
日
ま
で
の

申
請
に
つ
い
て
は
、
申
し
込

み
ॱ
で
の
審
ࠪ
を
行
っ
て
お

り
、
ॱ
次
補
助
金
の
交
付
決

定
を
行
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
̡
Ｅ

Ｖ
Ｏ
補
助
事
業
執
行
部
低


素
ܕ
デ
ỹ
ー
ゼ
ル
車
普
及
事

業（
☎
03
・
５
３
４
１
・
４

５
７
７
）

の
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
、
重

要
物
流
道
路
に
ࢦ

̎

த
খ
ا
業

ࢿ
ଅ
ਐ
੫

੍
ͷ
ಛ
ྫ
ા
ஔ
ͷ
Ԇ


適
用
期
ݶ
が
２
年
延
長
さ

れ
た
。

̏

ಛ
ྫ
ા
ஔ
ͷ
Ԇ


ᾇ
自
動
車
੫
環
境
性

割
の

̖
Ｓ
Ｖ（
先
進
安
全
自
動
車
）

特
ྫ
措
置
の
延
長

า
行
者
検
知
ػ

付
き
ি

ಥ
ඃ
害
ܰ
減
制
動
制
ޚ

置

を

載
し
た
車
両
総
重
ྔ

３・５
Ἁ

の
ト
ラ
ッ
ク（
新

車
）
等
の
取
得
に
係
る
自
動

車
੫（
環
境
性

割
）の
特

ྫ
措
置
を
２
年
延
長
す
る
と

さ
れ
た
。

ᾈ
中
小
企
業
・
協
同
組
合
等

の
法
人
੫
率
の
特
ྫ
措
置
の

延
長所

得
の
金
ֹ
が
年
10
ԯ
ԁ

を

え
る
事
業
年
度
に
つ
い

て
、
所
得
の
金
ֹ
の
う
ち
年

８
０
０
万
ԁ
以
下
の
金
ֹ

に
適
用
さ
れ
る
੫
率
を
17

％
（
現
行
⽅
15
％
）に
引
き

上
げ
る
見
直
し
を
行
っ
た
上

で
、
適
用
期
ݶ
が
２
年
延
長

さ
れ
た
。

ᾉ
中
小
企
業
経
Ӧ
強
化
੫
制

の
特
ྫ
措
置
の
延
長

適
用
要
件
を
見
直
し
た
上

で
、
適
用
期
ݶ
が
２
年
延
長

さ
れ
た
。

ᾊ
中
小
企
業
防
災
・
減
災


ࢿ
促
進
੫
制
の
特
ྫ
措
置
の

延
長（
特
定
事
業
ܧ
続
力
強

化
設
備
等
の
特
別
償
٫
制

度
）適

用
要
件
を
見
直
し
た
上

で
、
適
用
期
ݶ
が
２
年
延
長

さ
れ
た
。

̐

ト
ラ
ッ
ク
協
会
͕
運
Ӧ

͢
Δ

Ҭ
防
災
ɾ
災
害
ର
ࡦ

ؔ
࿈
ࢪ
ઃ

ʹ
ͭ
͍
ͯ
ݻ
ఆ

ࢿ
࢈
੫
ͷ
ܰ
ݮ
ા
ஔ
ͷ
ద
༻

ݻ
定
ࢿ
産
੫
の
ܰ
減
措
置

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
ݴ
及

さ
れ
な
か
っ
た
。

内
数
）ợ
環
境
省
・
国
交
省
連

ܞ
事
業
Ụ

⑨
高

道
路
ྉ
金
の
大

口
・
多
頻
度
割
引
の
拡
充
措

置
の
延
長（
78
ԯ
ԁ
）

ᶌ
災
害
時
に
お
け
る
物

流
・
人
流
の
確
保（
２
４
９

４
ԯ
ԁ
）

ਝ

な
෮
چ
・
෮
興
の
た

め
の
高
規
֨
道
路
の
未
整
備

۠
間
の
整
備
や
�
車
ઢ
化
等

の
推
進
、
道
路
等
の
防
災
・

減
災
対
策
の
推
進
等

ᶍ
通
学
路
等
の
交
通
安
全

対
策
の
推
進（
２
０
２
ԯ
ԁ
）

高

道
路
の

定
�
車
ઢ

۠
間
の
�
車
ઢ
化
等
の
推
進

等
ᶎ
効
率
的
な
物
流
ω
ッ
ト

ϫ
ー
ク
の
ૣ
期
整
備
・
活
用

（
６
２
１
ԯ
ԁ
）

ࡾ
大
都
ࢢ
圏
環
状
道
路
等

の
整
備
推
進
、
安
全
・
ԁ


な
物
流
等
の
た
め
の
道
路
ω

ッ
ト
ϫ
ー
ク
ߏ
ங
等
の
推

進
、
μ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
省
人
化
、
Ｓ
̖
・
̥

̖
駐
車
マ
ス
ෆ

の
解
消
等

ᶏ
地
Ҭ
・
ڌ
点
の
連
ܞ
を

促
す
道
路
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
の

整
備（
１
９
７
４
ԯ
ԁ
）

地
Ҭ
・
ڌ
点
を
つ
な
ぐ
高


道
路
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
の
ߏ

ங
、
ス
マ
ー
ト
̞
̘
の
活
用

等ừ
ྩ

̓


༧
ࢉ
Ҋ
Ử

ở
ト
ラ
ッ
Ϋ
ӡ
ૹ
ࣄ
ۀ
ؔ

Ỡ

①
物
流
の
革
新
や
持
続
的

成
長
に
向
け
た
中
長
期
計
画

を
౿
ま
え
た
取
組
の
推
進

（
１
６
３
ԯ
ԁ
）

②
人
ख
ෆ

解
消
に
向
け

た
自
動
運
స
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
װ
ઢ
輸
送
実
ূ
事
業（
０・

08
ԯ
ԁ
）

③
自
動
車
運
送
業
に
お
け

る
֎
国
人
ࡐ
の
適
正
な
受
ೖ

環
境
の
確
保（
０
・
47
ԯ
ԁ
）

④
自
動
車
運
送
事
業
の
安

全
対
策
事
業（
３
・
54
ԯ
ԁ
）

⑤
運
輸
部
門
の


素
化

に
向
け
た
先
進
的
シ
ス
テ
ム

ࣾ
会
実

促
進
事
業（
14
・

15
ԯ
ԁ
）ợ
環
境
省
・

ਫ
省

連
ܞ
事
業
Ụ

⑥
環
境
配
ྀ
ܕ
先
進
ト
ラ

ッ
ク
・
バ
ス
ಋ
ೖ
加

事
業

（
33
・
02
ԯ
ԁ
）ợ
環
境
省
・

経
産
省
連
ܞ
事
業
Ụ

⑦
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け

る
更
な
る
省
エ
ω
ル
Ϊ
ー
化

に
向
け
た
推
進
事
業
ʗ
新
ٕ

ज़
活
用
に
よ
る
α
ϓ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
輸
送
効
率
化
・

ඇ
化
石
エ
ω
ル
Ϊ
ー
స


推
進
事
業（
62
ԯ
ԁ
の
内
数
）

ợ
経
産
省
事
業
Ụ

⑧
物
流
の
革
新
に
向
け
た

取
組
の
推
進ợ

ਫ
省
事
業
Ụ

持
続
可

な
৯
品
等
流
通

対
策
事
業（
１
・
２
ԯ
ԁ
）

৯
品
流
通
ڌ
点
整
備
の
推

進（
１
２
０
ԯ
ԁ
の
内
数
）

ở
ಓ
࿏
ؔ

Ỡ

①
災
害
時
に
お
け
る
物

流
・
人
流
の
確
保（
４
１
０

３
ԯ
ԁ
）

ਝ

な
෮
چ
・
෮
興
の
た

め
の
高
規
֨
道
路
の
未
整
備

۠
間
の
整
備
や
�
車
ઢ
化
等

の
推
進
、
道
路
等
の
防
災
・

減
災
対
策
の
推
進
等

②
通
学
路
等
の
交
通
安
全

対
策
の
推
進（
２
５
０
１
ԯ

ԁ
）高


道
路
の

定
�
車
ઢ

۠
間
の
�
車
ઢ
化
等
の
推
進

等
③
効
率
的
な
物
流
ω
ッ
ト

ϫ
ー
ク
の
ૣ
期
整
備
・
活
用

（
３
６
７
６
ԯ
ԁ
）

ࡾ
大
都
ࢢ
圏
環
状
道
路
等

の
整
備
推
進
、
安
全
・
ԁ


な
物
流
等
の
た
め
の
道
路
ω

ッ
ト
ϫ
ー
ク
ߏ
ங
等
の
推

進
、
μ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
省
人
化
、
Ｓ
̖
・
̥

̖
駐
車
マ
ス
ෆ

の
解
消
等

④
地
Ҭ
・
ڌ
点
の
連
ܞ
を

促
す
道
路
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
の

整
備（
３
７
３
２
ԯ
ԁ
）

地
Ҭ
・
ڌ
点
を
つ
な
ぐ
高


道
路
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
の
ߏ

ங
、
ス
マ
ー
ト
̞
̘
の
活
用

等ởް
ੜ
࿑
ಇ
ল
ؔ

Ỡ

①
業
務
改
ળ
助
成
金（
15

ԯ
ԁ
）

②
人
ࡐ
開
発
支
ԉ
助
成
金

（
訓
練
関
係
）（
５
４
５
ԯ
ԁ

の
内
数
）

③
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
等
に
対
す
る
働
き
方
改

革
推
進
支
ԉ
事
業（
30
ԯ
ԁ
）

④
働
き
方
改
革
推
進
支
ԉ

助
成
金（
92
ԯ
ԁ
）

⑤
両
立
支
ԉ
等
助
成
金

（
育
ࣇ
ٳ
業
等
支
ԉ
ί
ー
ス

他
）（
３
５
８
ԯ
ԁ
）

⑥
両
立
支
ԉ
等
助
成
金

（
ෆ

࣏
ྍ
及
び
ঁ
性
の
健

康
՝

対
応
両
立
支
ԉ
ί
ー

ス
）（
０
・
84
ԯ
ԁ
）

⑦
ຽ
間
企
業
に
お
け
る
ঁ

性
活
༂
促
進
事
業（
２
・
４

ԯ
ԁ
）

定
さ
れ
た
۠
間
の
道
路
整
備

に
集
中

ࢿ
し
、ૣ
期

成・

ڞ
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

大
ܕ
ト
ラ
ッ
ク
が
ス
ム
ー
ズ

に

行
で
き
る
環
境
の
ૣ
期

実
現
を
求
め
た
。

重
要
物
流
道
路
は
、
こ
れ

ま
で
の「
供
用
۠
間
」
に
加

え
、新
た
に「
ީ
補
路
ઢ
」「
計

画
۠
間
」「
事
業
۠
間
」が
ࢦ

定
さ
れ
て
い
る
。

議
事
で
は
、
国
交
省
、
厚

労
省
、
公
正
取
引
委
員
会
、

中
小
企
業
ி
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
が
、
最
ۙ
の
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
に
関
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

આ
明
し
た
。

આ
明
後
の
意

見
交

で
は
、

Φ
ン
ラ
イ
ン
で

出
੮
し
た
委
員

の
ਫ

ޭ
全
ト

協
෭
会
長（
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
長
）が「
高


道
路
利
用
に

よ
っ
て
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
時

間
が

ॖ
さ
れ

る
と
、
そ
れ
を

ػ
に
運
賃
・
ྉ

金
の

引
き
を
ほ
の
め
か
す

荷
主
も
い
る
。
荷
主
に
対
す

る
理
解
を
一

図
っ
て
い
く

ඞ
要
が
あ
る
」と
発
ݴ
し
た
。

全
ト
協
で
は
、
４
月
以
߱

の
改
正
物
流
効
率
化
法
お
よ

び
改
正
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
施
行
に
向
け
、荷
主・

物
流
事
業
者
に
対
す
る
規
制

的
措
置
を
は
じ
め
、
書
໘
交

付
ٛ
務
や
実
運
送
体
制
管
理


の
ٛ
務
化
な
ど
、
改
正
内

容
周
知
の
た
め
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
国
交
省
と
連
໊
で
作

成
す
る
。

ま
た
、
今
年
度
内
に
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
୯
Ґ
の

આ
明
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、

དྷ
年
度
に
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
と
の
ڞ
催
に
よ
る
会

員
事
業
者
を
対
象
と
し
た
આ

明
会
も
開
催
す
る
。

全ト協

７
年
度
税
制
改
正

要
望
と
結
果

全ト協

７
年
度
ト
ラ
ッ
ク
関
係

施
策
要
望
と
結
果（
予
算
）

ૉܕσΟʔθϧτϥοΫීٴՃ化事業

̡̫̤̚ ਃࠐॱͰͷ৹ࠪΛऴྃ

ਫҕһ�ՙओͷ理ղΛٻΊΔ
ॏ
ཁ

ྲྀ
ಓ
࿏

全ト協

øú
͔
ॴ
ࢦ
ఆ
を
ཁ


ୈ
øþ
ճ

τ
ϥ
ỽ
Ϋ
༌
ૹ
ʹ
͓
͚
Δ
औ
引


ڥ
ɾ
࿑
ಇ
࣌
ؒ
վ
ળ
த
ԝ
ڠ
ٞ
ձ

国交省
ͳɹͲ
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物
価
や
賃
金
の
上
ঢ
な
ど

に

う
ί
ス
ト
増
が
続
く
中

で
、
そ
の
価
֨
స
Շ
が
下
請

事
業
者
の
大
き
な
՝

に
な

っ
て
い
る
が
、
発

ଆ
の


事
業
者
が
な
か
な
か
協
議
・

交
ব
や
適
切
な
స
Շ
に
応
じ

ͣ
、
対
応
に
ۤ
労
し
て
い
る

状
況
だ
。
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
で
も
同
༷
だ
Ζ
う
。

こ
う
し
た
状
況
を
౿
ま

え
、
公
取
委
と
中
企
ி
は
、

ڞ
催
の
企
業
取
引
研
ڀ
会
で

ಠ

ې
止
法「
優
越
的
地
Ґ

の
ཞ
用
」
規
制
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
こ
れ
を
補

す
る

法
律
の
下
請
法
の
՝

と
対

応
策
を
検
討
し
、
ࡢ
年
12
月

に
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
適
切
な

స
Շ
に
向
け
た
対
応
策
と

ಀ
れ
る
事
ྫ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
別
్
、
ै
業
員
基
準
を

ಋ
ೖ
す
る
よ
う
求
め
た
。

そ
の
基
準
に
つ
い
て
、
製

造
委
ୗ
等
は
ै
業
員
数
３
０

０
人
、
役
務
提
供
委
ୗ
等
は

同
１
０
０
人
を
࣠
に
検
討
す

る
こ
と
が
適
当
と
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
対
象
事
業
者
が

大
幅
に
増
え
る
見
込
み
だ
。

下
請
法
の
執
行
力
を
強
化

す
る
た
め
、
ק
告
に
ै
わ
な

か
っ
た
場
合
、
໋
令
の
ಋ
ೖ

や
േ
則
の
強
化
を
求
め
る
意

見
も
提
ى
さ
れ
た
が
、
よ
り

強
い
執
行
力
を
有
す
る
ಠ
ې

法
と
の
役
割
分
担
な
ど
を
考

ྀ
し
、
現
時
点
で
の
さ
ら
な

る
ख
当
て
は
ෆ
要
と
し
た
。

い
ͣ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ

ら
提
ݴ
に
基
づ
く
改
正
が
行

わ
れ
れ

、
価
֨
స
Շ
や
取

引

件
の
改
ળ
交
ব
に
は
ϓ

ラ
ス
に
作
用
す
る
は
ͣ
だ
。

（
ラ
Π
λ
ồ

ࢁ
上
ୡ
ࡾ
）

し
て
、
下
請
事
業
者
か
ら
の

価
֨
協
議
の
申
し
出
に
応
じ

ͣ
ඞ
要
な
આ
明
を
し
な
い
な

ど
、

事
業
者
が
一
方
的
に

下
請

金
を
決
定
し
て
、
下

請
事
業
者
の
利
ӹ
を
ෆ
当
に

害
す
る
行
ҝ
を
規
制
す
る
ඞ

要
が
あ
る
と
提
ݴ
し
た
。

現
行
法
で
ې
止
行
ҝ
と
し

て「
ങ
い
た
た
き
」
が
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、
ۙ
年
の
ί

ス
ト
増
が
続
く
状
況
で
は
そ

の
要
件
に
合
க
し
に
く
い
問


が
あ
る
。
そ
こ
で
、
実
効

的
な
価
֨
交
ব
を
確
保
す
る

؍
点
か
ら
、
協
議
に
応
じ
ͣ

一
方
的
に
価
֨
を
ਾ
え
置
く

行
ҝ
な
ど
を
新
た
に
規
制
す

る
よ
う
求
め
た
も
の
だ
。

ま
た
、
運
送
取
引
に
つ
い

て
適
用
ൣ
ғ
を
見
直
す
よ
う

荷
主
が
運
送
事
業
者
に
委
ୗ

す
る
運
送
取
引
も
対
象
に
す


き
と
し
た
。

運
送
取
引
を
め
ぐ
っ
て
は

運
賃
問

の
ほ
か
、
長
時
間

の
荷

ち
や
ܖ
約
に
な
い
荷

役
な
ど
を
強
い
る
問

が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
を
ਝ

・
効

果
的
に
ੋ
正
す
る
؍
点
か

ら
、
発
荷
主
の
運
送
委
ୗ
も

対
象
と
し
、
ػ
動
的
に
対
応

す
る
よ
う
求
め
た
も
の
だ
。

同
༷
の
問

は
ண
荷
主
ଆ

で
も
生
じ
て
い
る
が
、
運
送

事
業
者
と
取
引
関
係
に
な
い

た
め
、
下
請
法
の
対
象
֎
と

な
る
。
そ
こ
で
事
業
所
管
省

ி
と
連
ܞ
し
、
問

の
改
ળ

を
進
め
る
ඞ
要
が
あ
る
と
し

た
。
検
討
の
過
ఔ
で
は
、
ண

荷
主
の
強
い
ࢦ
示
や
管
理
の

下
で
荷
役
を
行
わ
せ
て
い
る

実
ଶ
が
あ
れ

、
取
引
関
係

を
認
め
て
規
制
対
象
と
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
っ
た
意
見
も

提
ى
さ
れ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
下
請
法
の
執
行

強
化
に
は
事
業
所
管
省
ி
と

の
連
ܞ
が
重
要
に
な
る
と
し

て
、
下
請
法
上
の
問

の
あ

る
行
ҝ
に
つ
い
て
、
事
業
所

管
省
ி
が
ࢦ
ಋ
す
る
ݖ
ݶ
を

規
定
し
付
༩
す
る
よ
う
提
ݴ

し
た
。

ま
た
、
下
請
事
業
者
が
問


行
ҝ
を
申
告
し
や
す
く
す

る
た
め
、
報
෮
措
置
ې
止
の

申
告
先
に
事
業
所
管
省
ி
を


加
す
る
ඞ
要
が
あ
る
と
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
土
交

通
省
の
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
Ｇ

メ
ン
へ
の
情
報
提
供
も
保
ޢ

対
象
と
な
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
報
告
書

で
は
下
請
法
の
運
用
基
準
の

見
直
し
を
提
ݴ
。
現
行
法
で

は
ࢿ
本
金
基
準
に
よ
り
対
象

を
画
し
て
い
る
が
、
増
減
ࢿ

に
よ
り
、
同
法
の
適
用
か
ら

提
ݴ
。
現
行
法
で
は
ݩ
請
と

下
請
事
業
者
と
の
取
引
が
対

象
だ
が
、
こ
れ
に
加
え
て
ಠ

ې
法「
物
流
特
घ
ࢦ
定
」
の

規
定
で
対
応
し
て
い
る
、
発

Լ

๏
վ
ਖ਼
の
ํ

ੑ

一方的な価格決定を規制へ

発荷主の運送委託も対象に

ࢿ
ݯ
エ
ω
ル
Ϊ
ー
ி

は
１
月
22
日
、
石
༉
製

品
価
֨
調
（ࠪ
20
日
時

点
）の
結
果
を
公
表
し
た
。

ܰ
༉
の
全

国
ళ
಄
現

金
小
ച
価

֨
は
１
６

４・７
ԁ
ʗ
Ἄ
で
前
ि
比
４・

４
ԁ
増
、
２
ि
連
続
で

上

が
り
し
、
令
和
５
年
９
月
の

１
６
５
・
８
ԁ
ʗ
Ἄ
に
ഭ
る

全
日
本

ト
ラ
ッ
ク

協
会
・
日

本
貨
物
運

送
協
同
組

合
連
合
会

が
公
表
し

て
い
る
、
求
荷
求
車
情
報
ω

ッ
ト
ϫ
ー
ク
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
̞
Ｔ

の
成
約
運
賃
ࢦ
数
に
よ
る

と
、
令
和
６
年
12
月
の
ࢦ
数

は
１
４
８
で
前
月
比
８
⻲
、

前
年
同
月
比
13
⻲
上
ঢ
し
、

６
年
９
月
の
１
４
２
を
上
回

る
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

成
約
運
賃
ࢦ
数
は
３
年
７

月
以
߱
、
42
か
月
連
続
で
前

も
の
。
東
京
は
１
６
７
・
５

ԁ
ʗ
Ἄ
で
同
４
・
５
ԁ
増
、

２
ि
Ϳ
り
の

上
が
り
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
１
月
16
日

か
ら

府
に

よ
る
補
助
金

減
ֹ
の
影
響

を
受
け
た
も

の
だ
が
、
ܰ
༉
価
֨
は
高
止

ま
り
の
状
況
が
続
い
て
い

る
。
補
助
金
の
減
ֹ
は
ࡢ
年

12
月
に
続
い
て
の
実
施
。

年
同
月
を
上
回
り
、
高
い
ਫ

準
で
推
Ҡ
し
て
い
る
。
６
年

８
月
に
は
こ
れ
ま
で
の
過
去

最
高
を
５
年
８
か
月
Ϳ
り
に

更
新
し
、９
月
に
は
連
続
で

最
高

を
更
新
し
て
い
た
。

成
約
運
賃
ࢦ
数
を
年
度
別

で
み
る
と
、
平
成
30
年
度
は

１
２
４
・
２
と
上
ঢ

向

に
あ
っ
た
が
、
ί
ロ
ナ
Ւ
の

影
響
で
令
和
２
年
度
は
１
１

４
・
０
と
低

。
そ
の
後
、

５
年
度
は
１
２
２
・
４
と
な

っ
た
が
、
ί
ロ
ナ
Ւ
前
の
ਫ

準
に
は
回
෮
し
て
い
な
か

っ
た
。
６
年
度（
12
月
時
点
）

は
１
３
２
・
５
と
な
り
、
前

年
度
を
大
き
く
上
回

り
、
ί
ロ
ナ
Ւ
前
の

ਫ
準
を
上
回
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

̣
̭
総
合

研
ڀ
所
が
１

月
14
日
公
表

し
た「
２
０

２
４
・
２
０

２
５（
令
和

６
・
７
）
年

度
の
経
済
と

貨
物
輸
送
の

見
通
し
」
に

よ
る
と
、
２

０
２
４
年
度

の
国
内
貨
物

総
輸
送
ྔ

（
会
計
年
度
）

に

స
し
、
通
年
で
前
年
度

比
０
・
８
％
減
と
３
年
連
続

の
マ
イ
ナ
ス
と
予
ଌ
。
２
０

２
５
年
度
は
下
期
で
ϓ
ラ
ス

に
స
じ
る
と
予
ଌ
し
た
が
、

通
年
で
同
０・３
％
減
と
し
、

４
年
連
続
の

マ
イ
ナ
ス
を

予
ଌ
し
て

い
る（
以
下
、

増
減
は
前
年

度
比
）。

国
内
貨
物

輸
送
ྔ
、
お

よ
び
自
動
車

輸
送
ྔ
の
見

通
し
は
、
表

東
京
労
働
局
は
１
月
６
日

か
ら
、
令
和
６
年
度「
最
低

賃
金
・
業
務
改
ળ
助
成
金
周

知
強
化
期
間
～
み
ん
な
で
チ

ェ
ッ
ク
ʂ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
１

１
６
３

さ
い
ち
ん
Ω
Ỿ
ン

ペ
ー
ン
第
２

」
を
行
っ
て

い
る
。
実
施
期
間
は
２
月
28

日
ま
で
。

東
京
都
最
低
賃
金
ֹ
は
ࡢ

年
10
月
か
ら
、
時
間
ֹ
１
１

の
通
り
。

品
ྨ
別
に
み
る
と
、
消
費

関
連
貨
物
は
今
年
度
上
期
の

２
・
３
％
増
か
ら
、
下
期
で

１
・
６
％
減
に
స
じ
る
が
、

通
年
で
０
・
３
％
増
と
小
幅

な
が
ら
２
年

連
続
の
増
加

を
見
込
む
。

དྷ
年
度
も

０
・
２
％
増
と
今
年
度
ฒ
み

の
৳
び
が
続
く
見
通
し
。
ま

た
、
生
産
関
連
貨
物
は
今
年

度
が
０
・
３
％
減
、
དྷ
年
度

は
０
・
３
％
増
に
స
じ
る
と

予
ଌ
し
て
い
る
。

一
方
、
ݐ
設
関
連
貨
物
は

今
年
度
が
１
・
９
％
減
、
དྷ

年
度
も
１
・
０
％
減
と
低


が
続
く
見
通
し
。

輸
送
ػ
関
別
に
み
る
と
、

自
動
車
輸
送
ྔ
は
自
Ո
用
自

動
車
の
減
少
に
よ
り
、
今
年

度
が
０
・
９
％
減
、
དྷ
年
度

も
０
・
３
％
減
と
し
、
マ
イ

ナ
ス
幅
は
改
ળ
す
る
見
通
し
。

こ
の
う
ち
、
Ӧ
業
用
自
動

６
３
ԁ
に
改
正

さ
れ
、
そ
の
周

知
と
あ
わ
せ
、

中
小
企
業
な
ど
に
対
す
る
支

ԉ
策
と
し
て
、
生
産
性
向
上

な
ど
に
よ
り
、
事
業
場
内
最

低
賃
金
を
引
き
上
げ
や
す
い

環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
業

務
改
ળ
助
成
金
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
東
労
局
は
ࡢ

年
９
月
～
10
月
に
集
中
的
な

周
知
広
報
を
実
施
し
て
お

り
、再
度
実
施
す
る
も
の
。

۩
体
的
に
は
、
最
賃
と
業

務
改
ળ
助
成
金
を
周
知
徹
底

す
る
た
め
、
広
報
動
画
を
制

作
し
、
各
छ
ഔ
体（
ి
車
内

Ϟ
χ
タ
ー
、

֎
大
ܕ
ビ
ジ

ョ
ン
、
東
労
局
Ｙ
ｏ
̈́
Ｔ
̈́

ｂ
ｅ
公
ࣜ
チ
Ỿ
ン
ω
ル
、
関

係
ػ
関
デ
ジ
タ
ル
α
イ
ω
ー

ジ
な
ど
）で
์
ө
す
る
と
と

も
に
、
̭
公
ࣜ
ア
Χ

ン
ト

で
周
知
す
る
。
ま
た
、
最
賃

Φ
リ
ジ
ナ
ル
Ω
Ỿ
ラ
ク
タ
ー

「
さ
い
ち
ん
ݘ
」（
写
真
）を
活

用
し
た
広
報
を
展
開
す
る
ほ

か
、
業
務
改
ળ
助
成
金
の
利

用
促
進
の
た
め
、
地
Ҭ
団
体

な
ど
へ
の
要
請
、
労
働
基
準


ಜ
ॺ
な
ど
で
の
આ
明
会
の

開
催
、
ݸ
別
๚
問
支
ԉ
な
ど

を
実
施
す
る
。

車
は
生
産
関
連
貨
物
の
৳
び

に
よ
り
、
今
年
度
は
０
・
３

％
増
の
見
通
し
。
དྷ
年
度
は

今
年
度
下
期
以
߱
の
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
を
受
け
る
が
、
དྷ

年
度
下
期
か
ら
ϓ
ラ
ス
に
స

じ
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
わ

ͣ
か
な
が
ら
ϓ
ラ
ス
で
推
Ҡ

し
、
同
０
・
２
％
増
と
２
年

連
続
の
ϓ
ラ
ス
を
予
ଌ
し
て

い
る
。

な
お
、
自
Ո
用
自
動
車
は

ݐ
設
関
連
貨
物
の
減
少
が
下

ԡ
し
し
、
今
年
度
が
３
・
３

％
減
、
དྷ
年
度
も
１
・
５
％

減
と
引
き
続
き
低
調
に
推
Ҡ

す
る
見
通
し
。

一
方
、荷
物
情
報（
求
車
）

ొ

件
数
は
20
万
７
９
８
９

件
で
、
前
年
同
月
比
３
・
５

％
増
加
。
成
約
率
は
11
・
０

％
で
同
０・５
⻲
減
少
し
た
。

な
お
、
加
ೖ
者
数（
̞
Ｄ

数
）は
６
年
12
月
時
点
で
、

過
去
最
高
と
な
っ
て
い
る
。

は
ݐ
設
関
連
貨
物
の
減
少
が

下
ԡ
し
、
下
期
に
マ
イ
ナ
ス

௨ݟ貨物༌ૹྔのࠃ ʢ͠会ܭ年ʣ単位：百万トン、（　）内は前年同比（％）

ؔػ
ɾظ ૯༌ૹྔ ࣗಈं Ӧۀ༻ ࣗՈ༻

�����߹ܭ �������
（ ˚����）

�������
（ ˚����）

�������
（� � � ���）

�������
（ ˚����）

্ɹظ �������
（� � � ���）

�������
（� � � ���）

�������
（� � � ���）

������
（ ˚����）

Լɹظ �������
（ ˚����）

�������
（ ˚����）

�������
（ ˚����）

������
（ ˚����）

�����߹ܭ �������
（ ˚����）

�������
（ ˚����）

�������
（� � � ���）

�������
（ ˚����）

্ɹظ �������
（ ˚����）

�������
（ ˚����）

�������
（ ˚����）

������
（ ˚����）

Լɹظ �������
（� � � ���）

�������
（� � � ���）

�������
（� � � ���）

������
（ ˚����）

６
年
øù
月
は
１
４
８

過
去
最
高
を
更
新

̐࿈ଓϚΠφεΛ༧ଌ
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Ӧ
ۀ
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ࣗ
ಈ
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ͷ
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ϥ
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̌
̎
̐
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̎
̑
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最
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・
業
務
改
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助
成
金

第
２
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知
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化
期
間
」

東労ہ
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ਫ
ޱ

༸
Ұ
）ࢯ
ਫ
口
運

送
ళ

表
取
締
役
・
大
ా
支

部
）1
月
２
日
ࢮ、
去
。81
ࡀ
。

通

は
1
月
11
日
、
告
別
ࣜ

は
ཌ
12
日
、
品

۠
の
ۅ
ἃ

୩
ࡈ
場
で
執
り
行
っ
た
。


主
は
、ୖ
࢚
ࢯ
。


த

Ұ

）ࢯ
マ
ル
ミ

Ϡ
運
送

表
取
締
役
・
ߐ
ށ


支
部
）１
月
13
日
、
急
性

ࠎ

性
ന
݂
ප
の
た
め
ࢮ

去
。
68
ࡀ
。
通

は
１
月
22

日
、
告
別
ࣜ
は
ཌ
23
日
、
ߐ

ށ

۠
の
平
安
ࡇ
య
ᷤ

会

館
で
執
り
行
っ
た
。

主
は

࠺
、੩
ࢬ
ࢯ
。

øû
日

引
越
専
門
部
会
引
越

管
理
者
講
習
▽
グ
リ
ー

ン
・
エ
ί
ϓ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

表
জ
ࣜ

̍
日


８
時
50
分
＝
運
行

管
理
者
ࢼ
ݧ
事
前
講
習
会

（
東
ト
総
合
会
館
）

̏
日
 

13
時
30
分
＝
労
務

講
習
会（
第
１
回
）（
東
ト

総
合
会
館
ʗ
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）
˝
14
時
＝
鉄
鋼
専
門

部
会
安
全
環
境
委
員
会

（
同
）

̐
日
 

13
時
30
分
＝
労
務

ừ
̍
݄
�
Ỗ
��
日
Ử

ừ
̎
݄
�
Ỗ
��
日
Ử

ừ

東
支
部
Ử

˗
有
ݶ
会
ࣾ
平
和
＝
ߐ
東

۠
新

場
３
の
７
の
２
▽
☎

03
・
６
４
５
７
・
０
３
２
４

▽
一
般
貨
物
運
送（
普
通
車

７
台
、小
ܕ
車
１
台
）、ܰ
車

両
等
運
送（
１
台
）、利
用
運

送ừߐ
ށ

支
部
Ử

˗
൧

運
輸
ג
ࣜ
会
ࣾ
＝

ߐ
ށ

۠
ࣛ
ࠎ
１
の
34
の
16

▽
☎
03
・
５
６
６
４
・
６
８

４
８
▽
一
般
貨
物
運
送（
普

通
車
23
台
）

東
ト
協
本
部
ਓ
事

（
１
月
15
日
）

業
務
部
教
育
研
修
・
輸
送

グ
ル
ー
ϓ
係
員（
同
部
交
通・

環
境
グ
ル
ー
ϓ
係
員
）
ඌ
ໟ

୩



講
習
会（
第
２
回
）（
東
ト

総
合
会
館
ʗ
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）

̒
日
 

13
時
30
分
＝
労
務

講
習
会（
第
３
回
）（
東
ト

総
合
会
館
ʗ
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）
˝
ロ
ジ
研
ւ
֎
研
修

（
グ
ア
ム
ʗ
～
８
日
）

̓
日
 

13
時
30
分
＝
労
務

講
習
会（
第
４
回
）（
東
ト

総
合
会
館
ʗ
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）
˝
15
時
30
分
＝
支
部

事
務
局
事
務
長
会
議（
٢

池
ཱྀ
館
）

̔
日


８
時
50
分
＝
運
行

管
理
者
ࢼ
ݧ
事
前
講
習
会

（
東
ト
総
合
会
館
）

øù
日
 

16
時
＝
ࡾ
組
৫
合

同
セ
ミ
ナ
ー（
明
࣏
記
೦

館
）
˝
17
時
45
分
＝
同
新

年
会（
同
）

øü
日


８
時
30
分
＝
本
部

集
団
健
診（
東
ト
総
合
会

館
ʗ
～
16
日
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

☆ス タ ン ド 平 均 = 138.6 円
☆ロ ー リ ー 平 均 = 126.7 円
☆元売り発行カード  平 均 = 135.6 円
☆ディーラー発行カード 平 均 = 133.3 円

12
月
分

令
和
６
年

東
ト
協
は
１

月
14
日
、
東
ト
総

合
会
館
で
、
令
和

６
年
度「
グ
リ
ー

ン
・
エ
ί
ϓ
ロ
ジ

ェ
ク
ト（
Ｇ
Ｅ
̥
）

表
জ
ࣜ
」（
Ｗ
ｅ
ｂ

併
用
）を
開
催
し
た
。

表
জ
ࣜ
で
は
、
Ｇ
Ｅ
̥
の

活
動
に
お
い
て
、
率
先
し
た

取
り
組
み
か
ら
他
ࣾ
の
模
ൣ

と
な
る
事
業
者
６
ࣾ
に
対
し

て
、
ਫ

ޭ
会
長
が「
ト
ッ

ϓ
ラ
ン
ナ
ー

」
を
त
༩
し

表
জ
。
ま
た
、
同
基
準
に
準

ͣ
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
４

ࣾ
に
対
し
て
、
環
境
委
員
長

の

内

࢘
෭
会
長
が「
環

境
委
員
長

」を
ଃ
っ
た
。

同
表
জ
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
に
１
７
１
ࣾ

東
ト
協
ौ
୩
支
部（
ా
中

ल
थ
支
部
長
）・
ੈ
ా
୩
支

部（
छ
子
ా
ਗ਼
ࢤ
支
部
長
）・

目
ࠇ
支
部（
土

ल
明
支
部

長
）は
１
月
16
日
、
ौ
୩
۠

の
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ϫ
ー
東
急

ホ
テ
ル
で
、
令
和
７
年「
ࡾ

支
部
合
同
新
年
լ
ࢺ
交


会
」を
開
催
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
छ
子
ా

ੈ
ా
୩
支
部
長
が
あ
い
さ
つ

し
、「
研
修
会
、健
康
診
断
な

ど
合
同
で
事
業
を
進
め
る
だ

け
で
な
く
、
各
支
部
で
活
動

し
な
け
れ

な
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
が
、
ࡾ
支
部
で
で
き

る
こ
と
は
結
ଋ
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」と
ड़

た
。

ా
中
ौ
୩

支
部
長
は
、

「
10
年
前
か

ら
検
討
し
て
い
た
合
同
新
年

լ
ࢺ
交

会
が
、
ত
和
が
始

ま
っ
て
か
ら
１
０
０
年
の
年

に
ॳ
め
て
開
催
で
き
る
こ
と

は
、
と
て
も
記
Ա
に

る
も

の
だ
」
と
ड़

、
ס
ഋ
の
発

東
ト
協
ਂ

支
部（
∁
ڮ

ܓ
一

支
部
長
）と

東
支

部（
ઙ

利

支
部
長
）は

１
月
15
日
、

ా
۠
の
東


ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京
で

「
ਂ

支
部
・

東
支
部
合

同
新
年
会
」を
開
催
し
た
。

開
会
に
あ

た
り
ઙ



東
支
部
長
が

あ
い
さ
つ
し
、「
ύ
イ
ロ
ッ

ト
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
研
修

会
・
講
習
会
の
ڞ
催
だ
け
で

な
く
、
健
康
診
断
を
ど
ち
ら

の
支
部
で
も
受
診
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
そ
し
て
、
ॳ
め

て
新
年
会
を
合
同
で
開
催
す

る
こ
と
と
な
り
、
経
費
の
અ

減
な
ど
を
進
め
て
い
る
が
、

業
界
が
๊
え
て
い
る
՝

を

解
決
す
る
た
め
、
会
員
α
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
り
た
い
」

と
ड़

た
。
続
い
て
、
∁
ڮ

ਂ

支
部
長
が
、ἔ
の
ぞ
み

は
な
い
が
、ͻ
か
り
は
あ
る
ἕ

と
い
う
ݴ
༿
を

հ
し
、「
զ

ʑ
の
業
界
が
ݫ
し
い
と
い
う

東
ト
協
は
今
年
度
、支
部
ブ
ロ
ッ
ク
制
導

入
に
向
け
て
、第
１
期
ブ
ロ
ッ
ク
、第
２
期

パ
イ
ロ
ッ
ト
ブ
ロ
ッ
ク（
Ｐ
Ｂ
）を
編
成
す

る
各
支
部
で
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、そ
の

効
果
を
検
証
し
て
い
る
。
支
部
単
独
実
施

が
難
し
い
事
業
を
Ｐ
Ｂ
と
し
て
協
同
実
施

す
る
な
ど
、会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
均
一

化
を
目
指
し
て
い
る
。
２
つ
の
Ｐ
Ｂ
で
は
、

こ
れ
ま
で
運
転
者
講
習
会
や
健
康
診
断
の

実
施
に
加
え
て
、初
め
て
新
年
会
な
ど
を
合

同
で
実
施
し
、効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

支
部
間
の
さ
ら
な
る
交
流
を
深
め
た
。

の
で
は
な
く
、ἔ
ر
望
が
見

い
だ
せ
る
ἕ
状
況
に
あ
る
と

し
て
、
前
向
き
に
進
ん
で
い

き
た
い
」と
ड़

た
。

ࣜ
య
で
は
、
東
京
運
輸
支

局
長
表
জ
を
受

し
た
∁
取

ݴ


表
取
締
役（
ラ
イ
ン

ロ
ジ
ス
テ
ỹ
ク
ス
・
ਂ

）

に
記
೦
品
を
ଃ
ఄ
し
、
ӫ
༪


の
後
、
談
と
な
っ
た
。

དྷ
ෂ
と
し
て
、
長
୩
部
健

ौ
୩
۠
長
、
੨

ӳ
ೋ
目
ࠇ

۠
長
、
中
ଜ


ੈ
ా
୩
෭

۠
長
、
ࡾ
Ӝ
ٱ
和

ʑ

ܯ


ॺ
長
、
ࡾ

ໜ
थ
都
議
会

議
員
、
東
ト
協
の
ઙ
Ҫ
㑑
໊

༪
会
長
、
ࡾ
ଜ
Ғ
一

෭
会

長
ら
が
出
੮
し
、
ॕ
ࣙ
を
ड़


た
。

ด
会
に
あ
た
り
、
土

目

ࠇ
支
部
長
が
、「
２
０
２
４

年
問

を
は
じ
め
、
多
く
の

՝

を
๊
え
て
い
る
。
ࠀ


し
て
い
く
た
め
に
は
、
དྷ
ෂ

の
͝
ࢦ
ಋ
・
͝
ฬ
Ꭺ
の
も

と
、
会
員
が
結
ଋ
し
て
い
か

な
け
れ

な
ら
な
い
」
と
ड़


、
ࡾ
支
部
長
が
இ
上
に
上

が
り
ࡾ、
本
締
め
を
行
っ
た
。

を
た
た
え
た
。

結

ݡ
進
ਂ


支
部
෭
支
部

長
の
発

で
ס

ഋ
後
、

談
と

な
っ
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
ந
選
会

で
は
、両
支
部
長
が
࢘
会
進

行
を
務
め
た
。

དྷ
ෂ
と
し
て
、ਂ

・


東
支
部
が
あ
る
ߐ
東
۠
の

大
ٱ
保
๎
果
۠
長
を
は
じ

め
、৫
ా
ཅ
一
東
京
運
輸
支

局
長
、東
ト
協
の
ઙ
Ҫ
㑑
໊

༪
会
長
、
目
ོ
༤
෭
会
長

ら
が
出
੮
。

最
後
に
、中
ଜ
ࠀ
හ

東

෭
支
部
長
が
ด
会
の
あ
い

さ
つ
を
ड़

、両
支
部
の
さ

ら
な
る
発
展
を
ف
೦
し
た
。

こ
れ
ま
で
18
年
間
の
実

と

し
て
、
̘
Ｏ
２
ഉ
出
ྔ
を
約

32
万
２
ઍ
Ἁ

減
し
、
交
通

事
故
発
生
率
も
活
動
前
よ
り

平
ۉ
で
約
26
・
８
％
減
少
し

た
」
と
そ
の
成
果
を
強
調
。

そ
の
上
で
、こ
れ
か
ら
も「
Ｇ

Ｅ
̥
を
中
心
と
し
た
環
境
対

策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
」

と
ड़

た
。

引
き
続
き
、
དྷ
ෂ
と
し
て

東
京
都
環
境
局
の
୮

ل
子

環
境
改
ળ
ٕ
ज़
担
当
部
長
が

あ
い
さ
つ
。「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
東
京
ઓ
ུ
を
掲
げ
、



素
ࣾ
会
の
実
現
に
向

け
、
事
業
者
が
よ
り
環
境
に

優
し
い
自
動
車
を

用
す
る

こ
と
が
ඞ
要
で
あ
り
、
都
で

は
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
へ
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

現
在
、
利
用
し
て
い
る
車
両

で
最
大
ݶ
に
̘
Ｏ
２
を

減

す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
東
ト

協
の
Ｇ
Ｅ
̥
や
都
の
貨
物
輸

送
評
価
制
度
の
取
り
組
み
の

貨
物
自
動
車
な
ど
の
優
良

運
స
者
を
表
জ
す
る
、
国
土

交
通
大
ਉ
表
জ
が
行
わ
れ
ま

す
。
東
ト
協
の
各
会
員
事
業

所
に
お
け
る
֘
当
者
に
つ
い

て
は
、所
属
支
部
を
通
じ
て
、

提
出
期
ݶ
ま
で
に
推
ન
し
て

く
だ
さ
い
。

ừ
表
彰
の
範
囲
Ử

事
業
用
自
動
車
の
運
స
者

と
し
て
、
運
輸
局
長
の
表
জ

を
受
け
て
２
年
以
上
経
過
し

た
模
ൣ
者
で
、10
月
１
日（
基

準
日
）
時
点
に
お
い
て
、
勤

続
ຬ
30
年
以
上
・
年

ྸ
55
ࡀ
以
上
で

任

事
故
が
な
く
、
成


・
ૢ
行
と
も
優
ल
な
者
。
ま

た
、ܰ
ඍ
な
も
の
を
ؚ
め
て
、

過
去
３
年
以
内
に
交
通
ҧ


が
な
い
者

ừ
表
彰
期
日
Ử10
月（
予
定
）

ừ
提
出
期
限
Ử３
月
10
日	

月


ඞ
ண

ừ
提
出
書
類
Ử

①
ޭ

調
書
、②
ཤ
ྺ
書
、

③
ށ
੶
ঞ
本
、
④
事
業
主
の

在
職
ূ
明
書
、
⑤
事
業
主
の

推
ન
書
、
⑥
事
業
主
の
無
事

故
ূ
明
書
、
⑦
企
業
の
規
模

お
よ
び
事
業
֓
況
等
調
、
⑧

局
長
表
জ
の
表
জ
状
の

ί
ϐ
ー（
ฆ
ࣦ
の
場
合

は
ఴ
付
ෆ
要
）、
⑨

無
事
故
無
ҧ

ূ
明

書
、
ᶌ
５
年
間
の
運

స
記

ূ
明
書
、
ᶍ

自
認
書（
国
交
大
ਉ

表
জ
専
用
）

˞
⑨
ᶌ
は
２
月
１

日
以
߱
に
発
行
の
も

のừ提
出
部
数
Ử

③
⑨
ᶌ
は
正
本
１

通
、
①
②
④
⑤
⑥
⑦
ᶍ
は
ݪ

則
デ
ー
タ（
Ｗ
ｏ
́
̳
フ
Ỹ

イ
ル
）で
提
出（
̖
４

、ԣ

書
き
ʗ
ཪ
ന
、
ϫ
ー
ϓ
ロ
ҹ


）˞

提
出
書
ྨ
の
༷
ࣜ
は
、

東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

μ

ン
ロ
ー
ド
可


ừ
そ
の
他
Ử

①
勤
続
期
間
中
に
中
断
が

あ
る
場
合
は
、
そ
の
中
断
期

間
を
আ
い
て
前
後
を
通
算

す
る
、
②
職
場
の
ҟ
動
が
少

な
く
、
か
つ
勤
務
期
間
の
２

分
の
１
以
上（
ຬ
15
年
以
上
）

ப
の
一
つ
に
な
る
、
エ
ί
ド

ラ
イ
ブ
は
大
き
な
意
ٛ
が
あ

る
」と
期

を
ड़

た
。

こ
の
後
、
受

者
を

表

し
て
、
成
増
運
輸
の
中

྄

հ

表
取
締
役
が
ँ
ࣙ
に
立

ち
、「
Ｇ
Ｅ
̥
の
エ
ί
ド
ラ

イ
ブ
の
取
り
組
み
は
安
全
運

స
に
ܨ
が
る
も
の
。
今
後
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
ྸ
化
に
よ

る
健
康
ى
Ҽ
事
故
防
止
に
も

努
め
て
い
く
。
ࡢ
今
の
物
価

高
や
人
ࡐ
ෆ

な
ど
、
業
界

は
ݫ
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

本
日
の
受

を
明
る
い



と
し
て
ࣾ
内
に
持
ち
ؼ
り
た

い
」と
ड़

た
。

表
জ
後
、
Ｇ
Ｅ
̥
事
務
局

が
ト
ッ
ϓ
ラ
ン
ナ
ー

受


各
ࣾ
の
取
り
組
み
を

հ
。

ま
た
、
都
環
境
局
環
境
改
ળ

部
の
٢
ഭ

自
動
車
環
境
՝

長
が
都
の
環
境
改
ળ
事
業
に

つ
い
て
આ
明
し
た
。

ừ
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
賞
Ử

（
50
Ի
ॱ
・
Χ
ッ
ί
内
は
所

属
支
部
）

Ҫ
門
α
ー
ビ
ス（
品

）

▽
開

運
輸（
ߐ
ށ

）
▽

ઍ
石
運
送（
ौ
୩
）
▽
東
都

運
ൖ
（ࣾ

ా
）
▽
成
増
運

輸（
൘
ڮ
）
▽
日
の
ؙ

運

（
ੈ
ా
୩
）

ừ
環
境
委
員
長
賞
Ử

の
ぞ
み
運
輸（
ਂ

）
▽

ͻ
か
り
物
流（
ᷤ
০
）
▽
ݹ



事
運
輸（
多
ຎ
）
▽
ໜ

࿊
運
送（
練
അ
）

を
現
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

る
こ
と
、
③
推
ન
者
は
１
ࣾ

に
つ
き
１
人
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
総
務
部
総
務
・
支
部
支
ԉ

Ｇ（
☎
03
・
３
３
５
９
・
６

２
５
２
）

が
受

し
て
い
る
。

表
জ
ࣜ
で
は
、

ਫ

会
長
が
主
催

者
あ
い
さ
つ
を
行

い
、「
当
業
界
に
と

っ
て
最
重
要
՝


で
あ
るἔ
環
境
ἕと

ἔ
安
全
ἕへ
の
実
ફ

的
、
か
つ
効
果
的

な
対
策
と
し
て
、

Ｇ
Ｅ
̥
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

̘
̤̎
ɾ
ࣄ
ނ

ݮ
ͷ
࣮
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ࣾ
ձ
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෦
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東
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ಉ
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৽

ձ
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։
࠵

̏
۠
͔
Β
ଟ
͘
ͷ
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賓
ࢀ
Ճ

第
２
期
Ｐ
Ｂ（
渋
谷・世
田
谷・目
黒
支
部
）

ߐ
౦
۠

̍
։
࠵
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ू


第
２
期
Ｐ
Ｂ（
深
川
・
城
東
支
部
）

優良運転者の推薦を！

ࠃ
ަ
େ
ਉ
ද
জ

̏
݄
ø÷


ఏ
ग़
期
ݶ
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東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
を

は
じ
め
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

交
通
Ҩ
ࣇ
等
助
成
ࡒ
団
・
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
協

同
組
合
連
合
会
・
陸
上
貨
物

運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協

会
東
京
都
支
部
会
の
業
界
４

団
体
は
１
月
17
日
、
ઍ

ా

۠
の
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
で
、

令
和
７
年「
東
京
ト
ラ
ッ
ク

業
界
新
年
交

会
」
を
開
催

し
た
。


಄
、
主
催
者
を

表
し

て
、
東
ト
協
の
ਫ

ޭ
会
長

が
新
年
あ
い
さ
つ（
̍
໘
ܝ

ࡌ
）に
立
ち
、「
物
流
の
２
０

２
４
年
問

」
が
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
た
が
、
๛
か
な

国
ຽ
生
活
と
活
発
な
産
業
を

支
え
て
き
た
の
は
、
他
の
産

業
と
比
ֱ
し
て
労
働
時
間
が

長
い
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
よ
る

も
の
で
、
荷
主
企
業
の
優
越

的
な
地
Ґ
の
下
で
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
が
低
い
運
賃

ऩ
ೖ
と
ෆ
安
定
な
賃
金
体
ܥ

を
受
け
ೖ
れ
͟
る
を
得
ͣ
、

ݫ
し
い
経
Ӧ
環
境
に
さ
ら
さ

れ
て
き
た
が
、
よ
う
や
く
ݦ

在
化
し
た
と
આ
明
し
、
問


の
解
決
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
確
保
と

۰
改

ળ
が
ෆ
可
欠
と
し
た
。

ま
た
、「
２
０
２
４
年
問


」
を
ܖ
ػ
と
し
て
、
業
界

に
強
い
フ
ォ
ロ
ー
の
෩
が
ਧ

い
て
お
り
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
は
こ
の
問

を
一
過

性
の
も
の
と
し
て
は
な
ら
な

い
。
今
年
は
、
日
本
の
人
口

の
５
人
に
１
人
が
75
ࡀ
以
上

の
後
期
高
ྸ
者
と
な
る「
２

０
２
５
年
問

」
を
ܴ
え
、

わ
が
国
全
体
が
労
働
力
ෆ


に
直
໘
す
る
こ
と
に
な
る
。

ඞ
要
な
労
働
力
を
持
続
的
に

確
保
し
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を

成
長
ي
道
に

せ
る
た
め
、

自
ݾ
ม
革
を
ڪ
れ
る
こ
と
な

く
、
荷
主
企
業
を
は
じ
め
と

し
た
あ
ら
Ώ
る
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
μ
ー
と
対
ቂ
し
て
、運
賃・

ྉ
金
ਫ
準
の
向
上
と
、
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

۰
改

ળ
を

求
し
続
け
る
こ
と
が

ඞ
要
と
ड़

た
。

最
後
に
、
業
界
に
は
多
く

の
՝

が
ࢁ
積
し
て
い
る

が
、
東
京
の
ト
ラ
ッ
ク
関
係

４
団
体
が
引
き
続
き
一
க
団

結
し
、
ॾ
՝

の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
ड़


、結
ଋ
を
呼
び
か
け
た
。

同
日
は
、
དྷ
ෂ
と
し
て
東

京
都
の
小
池
百
合
子
知
事
や

平
ক
明
デ
ジ
タ
ル
大
ਉ
な
ど

東
京
都
の
小
池
百
合
子
知

事
は「
ま
ͣ
、
都
ຽ
生
活
を

支
え
る
た
め
に
物
流
を
ҡ

持
・
確
保
し
、
経
済
の
動
຺

を
担
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
業

界
が
ݩ
ؾ
で
な
い
と
、
東
京

の
経
済
が
回
ら
な
い
」と
し
、

「
と
も
に
ؤ
ு
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
ʂ
」と
呼
び
か
け
た
。

そ
の
た
め
に
、
防
災
対
策
や

道
路
の
整
備
、
ま
た
人
ख
の

確
保
を
行
っ
て
い
く
た
め
、

し
っ
か
り
と
དྷ
年
度
の
予
算

ݐ
て
を
し
て
い
る
と
ड़

た
。

ま
た
、
東
京
都
が
行
っ
て

い
る
、
都
内
の
荷
さ

き
を

目
的
と
し
た
貨
物
車
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
無
償
提
供
事
業

を
は
じ
め
と
す
る
東
京
物
流

ビ
ズ
の
活
用
を
呼
び
か
け
た
。

デ
ジ
タ
ル
ி
の
平
ক
明
大

ਉ
は
、
中
小
企
業
の
情
報
セ

Ω
ỿ
リ
テ
ỹ
対
策
の
重
要
性

を
ࢦ
ఠ
。
α
イ
バ
ー
セ
Ω
ỿ

リ
テ
ỹ
へ
の
対
応
に
つ
い
て

中
小
企
業
ி
の
̞
Ｔ
支
ԉ

「
お
助
け
ୂ
」を

հ
し
、低

ί
ス
ト
で
の
ι
フ
ト

エ
ア

ಋ
ೖ
な
ど
、
支
ԉ
を
活
用
し

て
中
小
企
業
で
も
α
イ
バ
ー

߈
ܸ
へ
の
備
え
の
ඞ
要
性
を

強
調
し
た
。

国
土
交
通
省
の

ా
ߒ
ٱ

物
流・自
動
車
局
長
は
ࡢ、
年

の

ొ

ౡ
地

発
生
の

ࡍ
、
直
後
か
ら
༷
ʑ
な
ܗ
で

が
あ
い
さ
つ
。
各
ࢯ
は
、
国

ຽ
生
活
や
経
済
を
支
え
る
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
の
果
た
す
重
要

な
役
割
を
評
価
す
る
と
と
も

に
、「
２
０
２
４
年
問

」の

解
決
や
、
事
故
防
止
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
ॲ
۰
改
ળ
な
ど
の

取
り
組
み
を
求
め
た
。

དྷ
ෂ
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
東
ト
協
連

の

໊

子
会
長
が

ס
ഋ
の
発

を
行

い
、
談
と
な
っ
た
。


談
後
、
東
ト
協

の
٠
池
正
ߒ
෭
会
長

が
中
締
め
の
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
。

な
お
、
新
年
交


会
に
は
、
自
༝
ຽ
主

ౘ
東
京
都
支
部
連
合

会
・
公
明
ౘ
東
京
都

本
部
・
立
ݑ
ຽ
主
ౘ

物
流
໘
で
の
支
ԉ
に
対
し
て

ײ
ँ
の
意
を
示
し
た
。
そ
の

上
で
、「
い
͟
Կ
か
あ
っ
た

時
に
པ
り
に
な
る
の
が
ト

ラ
ッ
ク
、
平
時
に
お
い
て
も

日
ʑ
の
生
活
で
経
済
を
支
え

て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
、
そ

う
い
っ
た
災
害
時
に
直
໘
す

る
と
、
改
め
て
そ
の
あ
り
が

た
さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
認
識
が
広
く
ੈ
間

に
広
ま
っ
た
１
年
で
あ
り
、

そ
れ
が
２
０
２
４
年
問

で

あ
っ
た
」と
ड़

た
。

国
と
し
て
は
、
改
正
物
流

法
が
成
立
し
、
今
年
は
実
行

し
て
い
く
年
に
な
る
と
આ

明
。
業
界
を
さ
ら
に
よ
く
し

て
い
く
た
め
に
༷
ʑ
な
議


が
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

関
係
省
ி
・
団
体
と
連
ܞ
し

て
い
く
と
ड़

た
。

ܯ
視
ி
の
日
下
真
一
交
通

部
長
は
、
都
内
の
交
通
事
故

発
生
状
況
に
つ
い
て
આ
明

し
、
都
内
に
お
け
る
ࡢ
年
の

交
通
事
故
ࢮ
者
数
は
１
４
６

人
で
、
全
国
的
に
み
て
大
ม

ݫ
し
い
結
果
と
ࢦ
ఠ
。

そ
の
中
で
、
事
業
用
貨
物

自
動
車
が
関
༩
す
る
交
通
事

故
件
数
が
減
少
し
た
こ
と

は
、
努
力
が
成
果
と
な
っ
て

表
れ
て
い
る
と
し
、「
ࣾ
会

を
支
え
る
物
流
の
主
役
と
し

て
、
改
め
て
安
全
輸
送
と
貨

物
自
動
車
の
さ
ら
な
る
交
通

事
故

止
に
努
め
、
運
送
事

業
に
ܞ
わ
る
多
く
の
方
ʑ
へ

の
交
通
安
全
意
識
の
ਁ
ಁ

に
、
一

の
力
ఴ
え
を
お
ئ

い
す
る
」と
協
力
を
求
め
た
。

東
京
労
働
局
の

ా
望
局

長
は
、
２
０
２
４
年
問

へ

の
対
応
と
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間


減
に
向
け
て
、
荷
主
と
協
力

し
て
取
り
組
む
ベ
ス
ト
ϓ
ラ

ク
テ
ỹ
ス
企
業
の

հ
や
、

発
ண
荷
主
を
ؚ
め
た
業
界
全

体
へ
の
総
合
的
な
対
策
を
進

め
て
い
る
と
આ
明
。

人
ࡐ
ෆ

対
策
と
し
て
、

都
内
８
か
所
の
ハ
ロ
ー
ϫ
ー

ク
で
、
人
ख
ෆ

分

を
ر

望
す
る
求
職
者
に
対
す
る
ब

職
支
ԉ
、
職
業
訓
練
へ
の
༠

ಋ
・
あ
っ
せ
ん
、
求
人
ί
ン

α
ル
テ
ỹ
ン
グ
や
π
ア
ー
ܕ

໘

会
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
な
ど
、
人
ࡐ
確
保
へ
の
取

り
組
み
を

հ
し
た
。

さ
ら
に
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
ࡔ
本
ࠀ
ݾ
会
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
ࣾ
会

を
支
え
て
い
る
、

ら
し
を

守
っ
て
い
る
の
は
զ
ʑ
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
と

い
う
自
信
と
ތ
り
、
ເ
や
ر

望
を
持
ち
、
エ
ッ
セ
ン
シ
Ỿ

ル
ϫ
ー
Χ
ー
と
し
て
適
正
な

賃
金
を
も
ら
え
る
よ
う
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
ॲ
۰
改
ળ
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
。
ؤ
ு

り
ま
し
ょ
う
」と
ܹ
ྭ
し
た
。

の
国
会
議
員
や
、
東
京
都
議

会
の
自
ຽ
ౘ
・
都
ຽ
フ
Ỹ
ー

ス
ト
の
会
・
公
明
ౘ
な
ど
の

都
議
が
出
੮
。
関
係
行

か

ら
は
国
交
省
本
省
・
関
東
運

輸
局
、
東
京
都
な
ど
、
多
数

の
དྷ
ෂ
が
出
੮
し
た
。

東
ト
協
鉄

鋼
専
門
部
会

（
ࡾ
ଜ
文
༤

部
会
長
）は

１
月
20
日
、

ઍ

ా
۠
の

Ｋ
Ｋ
̧
ホ
テ

ル
東
京
で
令

和
７
年
新
年

լ
ࢺ
交

会

を
開
催
し
、

部
会
員
事
業

者
を
は
じ

め
、関
係
行

や
荷
主
企
業・

車
両
メ
ー
Χ
ー
、
他
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
鉄
鋼
部
会
長

な
ど
、
関
係
者
多
数
が
ࢀ
加

し
た
。


಄
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
ࡾ
ଜ
部
会
長
は
、「
国
ࡍ

情

の
ѱ
化
に
よ
り
先
行

き
が
ෆ
ಁ
明
の
中
、
人
件
費

や
೩
ྉ
費
高
ಅ
が

続
い
て
い
る
。
ま

た
、
ド
ラ
イ
バ
ー

ෆ

や
高
ྸ
化
も

あ
り
、
՝

は
ࢁ

積
し
て
い
る
」
と
ࢦ
ఠ
し
た

上
で
、「
鋼
ࡐ
輸
送

力
を

ҡ
持
す
る
た
め
に
も
、
他
産

業
ฒ
み
の
賃
金
ਫ
準
を
達
成

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
確
保
し

な
い
こ
と
に
は
先
行
き
は
な

い
。
再
生
産
可

な
運
賃
を

ऩ
受
し
て
、
労
働
環
境
や


۰
を
改
ળ
し
て
い
く
こ
と
が

ෆ
可
欠
だ
」と
ड़

た
。

同
部
会
は
２
月
18
日
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
鉄
鋼
部

会
と
ڞ
催
で「
ト
レ
ー
ラ
の

安
全
対
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
す
る
こ
と
か
ら（
̓
໘

参
照
ࢀ、（
加
を
呼
び
か
け
た
。

同
日
は
དྷ
ෂ
と
し
て
、
関

東
地
方
整
備
局
道
路
部
の
ਫ

ᖒ
良

交
通
対
策
՝
՝
長
が

あ
い
さ
つ
し
、「
߱
ઇ
時
に

は
安
全
確
保
の
た
め
、
ౙ
用

東
ト
協
は
２
月
17
日
、「
定

期
健
康
診
断
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

ϓ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
視
ௌ
）

に
よ
り
開
催
す
る
。
受
講
ྉ

は
無
ྉ
。

時
間
は
午
後
４
時
30
分
～

７
時
、
会
場
は
東
ト
総
合
会

館
７
階
大
会
議
室
。

受
講
対
象
は
経
Ӧ
者
や

管
理
者
、
人
事
労
務
担
当
者

な
ど
。
定
員
は
会
場

ࢀ
加
が
60
人
、
Ｗ
ｅ

ｂ
ࢀ
加
が
４
０
０
人

（
先
ண
ॱ
ʗ
定
員
に

な
り
次
第
、
受
付
ऴ

ྃ
）。セミ

ナ
ー
で
は
、

タ
イ
Ϡ
の

ண
を
お
ئ
い
す

る
。
ま
た
、
特
घ
車
両
の
認

知
度
が
ࣾ
会
全
体
で
５
割
、

大
ܕ
ド
ラ
イ
バ
ー
で
７
割
と

低
い
た
め
、
今
後
も
引
き
続

き
広
報
活
動
を
行
い
、
認
知

度
を
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

ड़

た
。

続
い
て
、
ܯ
視
ி
交
通
部

交
通
総
務
՝
の

ౢ
ହ
༤
՝

長

理
が
、「
ࡢ
年
の
都
内

の
交
通
事
故
件
数
は
減
少
し

た
が
、
ࢮ
者
数
は
１
４
６
人

と
前
年
よ
り
10
人
も
増
え
、

大
ม
ݫ
し
い
結
果
と
な
っ

た
」
と
し
、
交
通
事
故
ઈ
無

の
た
め
、
官
ຽ
一
体
と
な
っ

て
ܧ
続
的
に
各
छ
交
通
事
故

防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
ඞ
要
と
強
調
し
た
。

交

会
で
は

ᬑ
ོ
෭
部

会
長
の
発

に
よ
り
ס
ഋ

し
、

談
後
、
安
ా
༃
෭
部

会
長
が
ด
会
の
あ
い
さ
つ
を

ड़

た
。

長
ᖛ
産
業
ҩ

事
務
所
合
同

会
ࣾ
・
産
業

ҩ
の
長
ᖛ
さ

つ
ֆ
ࢯ
が「
健
康
診
断
結
果

に
基
づ
い
た
ै
業
員
の
健
康

管
理
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
定
期
健
康
診
断
受

診
後
の
有
所
見
者
を
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
ϓ
す
る
た
め
の
管
理

体
制
や
対
応
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
産
業
ҩ
の
視
点
か
ら

۩
体
的
な
事
ྫ
を
ؚ
め
て
આ

明
す
る
。

受
講
申
し
込
み
は
、
東
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ʗ
セ
ミ
ナ

ー
情
報
の
開
催
案
内「
申
込

み
フ
ォ
ー
ム
」
で
。
申
し
込

み
受
付
は
２
月
14
日
ま
で
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

খࢯ

ਫձ

ాࢯ

ฏࢯ

Լࢯ

ࢯຊࡔ ాࢯ

౦ژτϥοΫ業ք

新年交歓会

ۀ
ք

ͷ
ϑ
Ỽ
ϩ
ồ
ͷ
෩
Ͱ

̎
̌
̎
̑
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２月1�日開催
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和６年12月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 101 49 28 5 0 23 7 0 0 39 252
関与事故件数 97 41 30 5 0 22 7 0 0 96 298
（前年比） −5 −12 −7 −3 ±0 +4 +1 ±0 ±0 −28 −50

中
型

１当件数 56 35 18 6 0 18 6 0 1 44 184
関与事故件数 60 34 23 6 0 13 6 1 1 91 235
（前年比） −13 −9 −2 −6 ±0 −5 ±0 +1 +1 −9 −42

準
中
型

１当件数 137 93 52 8 6 21 10 0 1 68 396
関与事故件数 139 80 69 8 5 20 13 0 1 186 521
（前年比） −7 −24 +7 ±0 +2 −4 +1 −1 ±0 −33 −59

普
通
・
軽

１当件数 444 209 184 39 26 51 26 3 0 166 1,148
関与事故件数 466 193 233 39 26 46 23 8 0 491 1,525
（前年比） −19 −19 ±0 +10 +5 −6 +3 +2 −1 +28 +3

合
計

１当件数 738 386 282 58 32 113 49 3 2 317 1,980
関与事故件数 762 348 355 58 31 101 49 9 2 864 2,579
（前年比） −44 −64 −2 +1 +7 −11 +5 +2 ±0 −42 −148

死
者
数

大型貨物車（１当） 4 2 1 3 0 0 0 0 0 2 12
中型貨物車（１当） 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 4
準中型貨物車（１当） 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
普通・軽貨物車（１当） 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

ɹྩ̒1�݄
ࡏݱͷશ

Ҭͷަ௨ൃނࣄੜ݅ʢຊ
ྦྷܭʣ��1��݅Ͱɺલ
ಉظൺ1গͨ͠ݮ݅���
͕ɺऀࢮ1��ਓͰલ
ಉظൺ1�݅૿Ճͱͳͬͨɻ
ɹӦۀ༻՟ंͷؔ༩ނࣄ
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たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

◎�高速道路等の単調な道路での走行は漫然運転に陥りやすいこ
とを意識し、常に一定の緊張感を保って運転を行うこと。
 ࣌ 令和6年12月17日（火）14時45分頃発生（晴天）
 ॴ 練馬区（外環自動車道）
ऀࣄ 事業用中型貨物車（男性40代死亡）

順番は過失の軽重を示すものではありません

ঢ় گ

練馬区大泉町
至 和光

至 新座

֓ ཁ
事業用中型貨物車が、東京外環外回りを新座方向から
和光方向へ進行中、何らかの理由により車両を右に斜行
させ、右方に設置のガードレールに衝突したもの。

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
運
輸
安
全

委
員
会（

本
উ


委
員
長
）は
１

月
７
日
、

本
委

員
長
໊
で「
新
し

い
年
に
お
け
る
交

通
事
故
防
止
に
つ

い
て
」
を
発
出
し

ܯ
視
ி
は
３
月
２

日
、「
東
京
マ
ラ
ι
ン

２
０
２
５
」
開
催
に


い
、
都
心
部
の
ί

ー
ス
お
よ
び
直
ۙ
道

路
で
長
時
間
の
交
通

規
制
を
行
う
。

ス
タ
ー
ト
地
点

（
東
京
都
ி
周
ล
）で
は
午

前
６
時
～
10
時
15
分
ࠒ
ま

で
、フ
ỹ
χ
ッ
シ
ỿ
地
点（
東

京
Ӻ
前
・
行

通
り
周
ล
）

で
は
午
前
７
時
～
午
後
９
時

ࠒ
ま
で
、
ॱ
次
交
通
規
制
を

実
施
。
ί
ー
ス
お
よ
び
直
ۙ

の
道
路
で
は
最
長
で
14
時
間

以
上
に
わ
た
り
、
車
両
の
通

行
が
ې
止
さ
れ
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
ܯ
視
ி
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ࢀ
র
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

１
月
８
日
か
ら
、
協
会
ホ
ー

会
員
一
当
ࢮ

事
故
は
３
件

で
同
１
件
増
と
な
り
、
２
年

Ϳ
り
の
増
加
に
స
じ
た
。

ࡢ
年
の
ࢮ

事
故
発
生
状

況
を
み
る
と
、
า
行
者
、
自

స
車
ま
た
は
ೋ
ྠ
車
と
の

事
故
が
22
件
発
生
し
、
そ
の

う
ち
ԣ
断
า
道
内
で
10
件
発

生
。
会
員
一
当
ࢮ

事
故
３

件
の
う
ち
、
２
件
が
交
ࠩ
点

で
の
事
故
。
ौ

な
ど
で
ఀ

止
し
て
い
る
車
両
の
ྻ
に
後

方
か
ら

ಥ
し
た
事
故
が
４

件
発
生
し
て
い
る
。

文
書
で
は
、
交
ࠩ
点
に
ۙ

づ
い
た
ら
減

し
、
े
分
な

車
間
ڑ

を
確
保
し
て
前
車

の
動
き
や
信
߸
な
ど
に
目
を

配
る
と
と
も
に
、
前
車
が
動

き
出
し
た
か
ら
と
い
っ
て
発

進
す
る
の
で
は
な
く
、
信
߸

や
前
車
の
発
進
を
確
認
し
た

上
で
発
進
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。

ま
た
、
า
道
ڮ
や
ԣ
断
า

道
が
あ
る
場
合
に
は
า
行
者

の
有
無
を
確
認
し
、
前
車
が

い
る
と
き
は
も
ち
Ζ
ん
、
า

行
者
が
確
認
さ
れ
な
い
場
合

で
も
、
減

や
ఀ
止
を
行
う

こ
と
が
重
要
と
し
た
。
ԣ
断

า
道
が
あ
る
Օ
所
は
、
人
が

通
る
可

性
が
あ
る
場
所

で
、
子
ど
も
な
ど
の
急
な
ඈ

び
出
し
の
可

性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
า
行
者
の
優
先
を

意
識
す
る
と
と
も
に
、
も
し

も
の
こ
と
を
考
え
た
行
動
を

意
識
す
る
ඞ
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、

ಥ
事
故
は
ち

ょ
っ
と
し
た
ෆ

意
で
ى
き

て
し
ま
う
も
の
で
、

う
っ
か
り
運
స
や
過

信
に
よ
り
、

ಥ
加

害
者
と
な
っ
て
し
ま

う
可

性
も
考
え
ら

れ
る
。
常
に
安
全
運

స
を
心
が
け
、
自


の
運
స
ٕ
ज़
を
過
信

せ
ͣ
、
予
期
せ
͵
危

険
を
回
避
で
き
る
よ

う
に
運
స
す
る
こ
と

が
大
切
と
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

స
ٕ
ज़
が
高
く
て
も
、
安
全

を
重
視
し
な
け
れ

事
故
リ

ス
ク
が
高
ま
る
も
の
。
そ
の

た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
、

交
通
法
規
の
遵
守
と
安
全
運

స
に
対
す
る
真

な
࢟

が

欠
か
せ
な
い
。

最
後
に
、
新
し
い
年
の
は

じ
め
に
、
交
通
事
故
に
よ
る

加
害
者
・
ඃ
害
者
を
一
人
も

出
さ
な
い
と
い
う
意
識
の
高

揚
、
そ
し
て「
交
通
事
故
ゼ

ロ
」
に
向
け
た
取
り
組
み
に

お
け
る
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

す
る
法
令
遵
守
と
安
全
意
識

の
重
要
性
の
徹
底
を
求
め
て

い
る
。

な
お
、
東
ト
協
で
は
ࡢ
年

１
、９
、11
月
の
３
回
、交
通

事
故
の
未
然
防
止
を

求
め
る
文
書
を
発
出

し
て
い
た
。
新
年
を

ܴ
え「
事
業
用
自
動

車
総
合
安
全
ϓ
ラ
ン

２
０
２
５
」
の
目
標

達
成
の
最
ऴ
年
に
あ

た
る
こ
と
か
ら
、
ࢮ


事
故
の
増
加

向

を
止
め
る
た
め
、
改

め
て
文
書
の
発
出
や

交
通
ࢮ
ই
事
故
減
少

ف
ئ
を
行
っ
た
。

た
。
令
和
６
年
中
の
都
内
に

お
け
る
事
業
用
貨
物
自
動
車

関
༩
の
ࢮ

事
故
が
令
和
３

年
以
߱
、
増
加
の
一
్
を
୧

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
年

を
ܴ
え
る
に
あ
た
り
、
改
め

て
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み

を
呼
び
か
け
た
も
の
。

東
ト
協
が
全
会
員
に
発
出

し
て
い
る「
ト
ラ
ッ
ク
事
故


報
」（
ܯ
視
ி
の
協
力
で
発

出
）の
集
計
に
よ
る
、
ࡢ
年

の
都
内
に
お
け
る
事
業
用
貨

物
自
動
車
が
関
༩
し
た
ࢮ


事
故
件
数
は
、表
の
通
り
。

事
業
用
貨
物
車
関
༩
の
ࢮ


事
故
は
29
件
で
前
年
比
４

件
増
加
。
３
年
16
件
、
４
年

22
件
、
５
年
25
件
、
６
年
29

件
と
４
年
連
続
で
増
加
と
な

っ
た
。

こ
の
う
ち
、６
年
の
会
員

関
༩
は
７
件
で
同
２
件
増
、

ム
ペ
ー
ジ

に「
道
の
Ӻ

マ
ッ
ϓ（
大

ܕ
車
駐
車
マ
ス
５
台
以
上
）」

の
掲
載
を
は
じ
め
た
こ
と
か

ら
、
活
用
を
呼
び
か
け
て
い

る
。全

国
に
１
２
０
０
か
所

以
上
あ
る「
道
の
Ӻ
」
の
中

か
ら
、
大
ܕ
車
駐
車
マ
ス
が

５
台
以
上
設
置
さ
れ
て
い
る

「
道
の
Ӻ
」
を
ブ
ロ
ッ
ク
͝

と
に
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
ϓ
上
に

ま
と
め
た
も
の
で
、
ル
ー
ト

検
ࡧ
も
可
（
写
真
）。

事業用貨物自動車関与の死亡事故
（警視庁管内）

項目
年

死亡事故件数
総件数 会員関与 会員一当

令和5年 25 5 2
　　6年 29 7 3
増減数 4 2 1

「プラン２０２５」目標達成へ
事故防止の再徹底を

ձһҰࢮ事ނ東ト協
̒ɹ

̍
݅
૿
ͷ
̏
݅
ʹ

౦
ژ
Ϛ
ϥ
ι
ϯ

̏
݄
̎

։
࠵

都心部で交通規制

「
道
の
駅
マ
ッ
プ
」公
開

全ト協

େ
ܕ
ं
ற
ं
ε
ϖ
ồ
ε
を
ݕ
ࡧ
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●
陸
上
貨
物
運
送
事
業
労

働
災
害
防
止
協
会
本
部
と
各

都
道
府
県
支
部
、
令
和
６
年

度「
年
末
・
年
始
労
働
災
害

防
止
強
調
運
動
」
を
実
施
す

る
。
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
健
康
診
断

受
診
は
ス
タ

ー
ト

向
き
合
い
ま
し
ょ
う

健
康
結
果
」
を
掲
げ
、
荷

役
労
働
災
害
の
大
幅
な
減
少

や
安
全
衛
生
活
動
の
推
進
を

展
開
す
る（
１
日
）

●
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
東
京
都
の
小
池
百
合
子

都
知
事
に
よ
る
令
和
７
年
度

都
予
算
に
関
す
る
要
望
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
、「
東
京
都
へ
の

特
別
要
望
」
を
提
出
し
、
都

運
輸
事
業
振
興
助
成
交
付
金

の
確
保
、
Ｚ
Ｅ
Ｖ（
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ー
ク
ル
）ト

ラ
ッ
ク
の
普
及
お
よ
び
道
路

整
備
の
促
進
な
ど
を
要
望
す

る（
３
日
）

●
東
ト
協
、
令
和
６
年
度

第
３
回
理
事
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）を
開
催
し
、「
ト
ラ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０

２
５
」
の
開
催
に
つ
い
て
審

議
・
承
認
す
る（
４
日
）

●
東
京
都
、「
東
京
物
流
ビ

ズ
」
の
貨
物
車
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
無
償
提
供
事
業
で
今
年

度
18
か
所（
27
車
室
）
全
て

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
供
用
を

開
始
す
る（
５
日
）

●
東
ト
協
、
日
本
経
済
新

聞
東
京
版（
首
都
圏
版
）に

「
働
き
方
改
革
推
進
」
を
テ

ー
マ
と
す
る
３
回
連
続
の
シ

リ
ー
ズ
広
告
を
11
月
25
日

付
、
12
月
３
日
付
に
続
い
て

掲
載
す
る
。（
11
日
）

●
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
令
和
６
年
度「
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価

事
業
」（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）の

評
価
結
果
を
公
表
。
新
規
・

更
新
合
計
で
９
０
５
６
事
業

所
を
認
定
し
、こ
れ
に
よ
り
、

認
定
事
業
所
の
総
数
は
２

万
９
０
６
９
事
業
所（
認
定

取
得
率
33
・
９
％
）と
な
る

（
16
日
）

●
東
ト
協
労
務
厚
生
委
員

会
、「
定
期
健
康
診
断
の
確

実
な
受
診
及
び
助
成
申
請
の

再
周
知
に
つ
い
て
」
を
発
出

す
る
。
法
令
遵
守
、
事
故
の

未
然
防
止
、
現
在
ハ
ン
ド
ル

を
握
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
健
康

で
長
く
勤
務
で
き
る
よ
う
、

定
期
健
康
診
断
の
確
実
な
受

診
を
求
め
る（
17
日
）

●
参
議
院
本
会
議
、
６
年

度
補
正
予
算
を
可
決
・
成
立

す
る
。
大
口
・
多
頻
度
割
引

の
最
大
割
引
率
を
40
％
か
ら

50
％
に
拡
充
す
る
措
置
を
、

８
年
３
月
末
ま
で
延
長
す
る

（
17
日
）

●
東
ト
協
、
令
和
６
年
度

第
１
回
交
付
金
事
業
審
議
委

員
会
を
開
催
し
、
実
施
計
画

策
定
の
基
本
的
な
考
え
方
と

方
向
性
を
承
認
す
る
。
新
規

事
業
を
積
極
的
に
検
討
し
、

執
行
率
の
低
い
事
業
は
見
直

し
を
行
い
事
業
の
さ
ら
な
る

効
率
性
を
求
め
る「
選
択
と

集
中
」予
算
と
す
る（
19
日
）

●
東
ト
協
、
６
年
度
第
１

回
支
部
長
会
を
開
催
し
、
会

員
の
標
準
的
運
賃
の
届
出
率

が
75
・
４
％
と
報
告
す
る
。

95
％
の
目
標
達
成
へ
向
け
、

支
部
総
力
を
あ
げ
て
届
出
促

進
の
取
り
組
み
を
展
開
す
る

（
19
日
）

厚
生
労
働
省

と
中
央
労
働
災

害
防
止
協
会

は
、
令
和
６
年

度「
化
学
物
質

管
理
強
調
月

間
」
を
新
た
に

創
設
し
た
。
２

月
１
日
か
ら
28

日
ま
で
の
1
か

月
間
、「
正
し

く
理
解

正
し

く
管
理

化
学

物
質
と
向
き
合

お
う
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
、
令
和
７
年「
引

越
繁
忙
期
対
策
事
項
」
を
定

め
、
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
を
通
じ
て
全
国
的
に
取
り

組
み
を
求
め
て
い
る
。

実
施
事
項
で
は
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
や
引
越
輸

送
の
品
質
保
持
を
図
る
た

め
、
引
越
作
業
が
集
中
す
る

３
月
か
ら
４
月
に
お
け
る
引

越
を
極
力
避
け
る
よ
う「
分

散
引
越
」
を
引
越
予
定
者
に

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
引

越
輸
送
に
関
わ
る
会
員
事
業

産
業
界
に
お
け
る
自
律
的
な

化
学
物
質
管
理
活
動
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
職
場
に
お

け
る
危
険
・
有
害
な
化
学
物

質
管
理
の
重
要
性
に
関
す
る

意
識
の
高
揚
を
広
く
一
般
に

図
る
。
経
済
産
業
省
、
環
境

省
の
協
力
、
陸
上
貨
物
運
送

事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
な

ど
の
協
賛
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
な
ど
の
協
力
の
も

と
、各
事
業
者
で
実
施
す
る
。

各
事
業
者
に
お
け
る
実
施

事
項
は
、
①
製
造
し
、
ま
た

は
取
り
扱
っ
て
い
る
化
学

物
質
の
把
握
お
よ
び
、
化
学

物
質
の
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト

（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
等
に
よ
る
危
険

有
害
性
等
の
確
認
、
②
特
定

化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
な

ど
の
特
別
規
則
、
石
綿
障
害

予
防
規
則
の
遵
守
の
徹
底
、

③
ラ
ベ
ル
表
示
・
Ｓ
Ｄ
Ｓ
交

付
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
実
施
等
、
④
化
学
物
質
管

理
者
の
選
任
状
況
の
確
認
、

⑤
日
常
の
化
学
物
質
管
理
の

総
点
検
、
⑥
事
業
者
ま
た
は

化
学
物
質
管
理
者
に
よ
る
職

場
巡
視
、
⑦
ス
ロ
ー
ガ
ン
等

の
掲
示
、
⑧
有
害
物
の
漏
え

い
事
故
、
酸
素
欠
乏
症
等
に

よ
る
事
故
等
緊
急
時
の
災
害

を
想
定
し
た
実
地
訓
練
等
の

実
施
、
⑨
化
学
物
質
管
理
に

関
す
る
講
習
会
・
見
学
会
な

ど
の
開
催
、
作
文
・
写
真
・

標
語
等
の
掲
示
、
そ
の
他
化

学
物
質
管
理
へ
の
意
識
高
揚

の
た
め
の
行
事
な
ど
の
実
施
。

者
に
車
両
、
人
員
の
確
保
に

努
め
、
引
越
利
用
者
に
対
す

る
標
準
引
越
運
送
約
款
に
基

づ
く
下
見
の
実
施
、
見
積
書

の
発
行
、約
款
の
提
示
、さ
ら

に
引
越
作
業
時
に
お
け
る
破

損
な
ど
の
事
故
防
止
の
徹
底

や
引
越
相
談
窓
口
の
明
確
化

と
、
適
切
な
対
応
に
よ
る
消

費
ト
ラ
ブ
ル
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
た
め
、
全
ト
協
と
国

国
土
交
通
省
が
公
表
し
た

令
和
６
年
３
月
末
の
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
者
数
は
、６

万
２
８
４
８
者
で
、
前
年
度

比
２
９
２
者（
０
・
５
％
）

減
と
な
り
、
２
年
連
続
で
減

少
し
た
。
内
訳
は
、
特
積
３

１
９
者
、
一
般
５
万
７
４
５

９
者
、
特
定
３
０
５
者
、
霊

柩
４
７
６
５
者
。
特
積
は
前

年
度
比
で
増
加
し
た
が
、
一

般
・
特
定
・
霊
柩
は
減
少
と

な
っ
た
。（
表
参
照
）

一
般
で
は
、
許
可
に
よ
る

増
加
が
７
５
４
者
に
対
し

て
、
廃
止
・
合
併
な
ど
に
よ

る
減
少
が
１
０
４
４
者
で
、

２
９
０
者
の
減
少
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
一
般
の
保
有
車
両

台
数
規
模
別
で
み
る
と
、
10

台
以
下
は
２
万
９
６
０
０
者

（
51
・
5
％
）。
続
い
て
、
11

～
20
台
1
万
３
０
６
３
者

（
22
・
7
％
）、
21
～
30
台
５

９
２
３
者（
10
・
３
％
）、31

～
50
台
４
７
１
１
者（
８
・

２
％
）、
51
～
１
０
０
台
２

９
８
８
者（
５
・
２
％
）、１

０
１
～
２
０
０
台
８
７
２
者

（
１
・
５
％
）、
２
０
１
～
５

０
０
台
２
５
２
者（
０
・
４

％
）、
５
０
１
台
以
上
50
者

（
０
・
１
％
）。

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

全
体
の
保
有
車
両
数
は
１
４

８
万
７
６
７
２
台
で
、
こ
の

う
ち
東
京
は
10
万
４
８
８
４

台
、
関
東
は
45
万
６
１
５
７

台
と
な
る
。

東
京
の
事
業
者
数
は
、
特

積
31
者
、一
般
４
８
７
６
者
、

特
定
16
者
、
霊
柩
３
４
０
者

の
合
計
５
２
６
３
者
。
前
年

度
比
34
者（
０
・
６
％
）
減

と
な
り
、
令
和
２
年
度
か
ら

４
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
令
和
６
年
上
期
の
道

路
貨
物
運
送
業
の
倒
産
件
数

は
１
８
６
件
で
、
前
年
同
期

比
39
・
８
％
増
と
な
っ
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響

に
よ
る
過
去
最
多
の
倒
産
件

数
と
な
っ
た
平
成
21
年
に
次

ぐ
倒
産
件
数
と
な
っ
て
い
る
。

土
交
通
省
で
は
、
今
春
の
引

越
繁
忙
期
に
向
け
て
、
分
散

引
越
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

る
チ
ラ
シ（
写
真
）を
作
成
・

配
布
し
、
一
般
の
引
越
利
用

者
に
対
し
て
、
引
越
時
期
の

分
散
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

３
月
の
引
越
件
数
は
通
常
月

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
鉄

鋼
専
門
部
会
と
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
鉄
鋼
部
会
は
２
月

18
日
、
令
和
６
年
度「
ト
レ

ー
ラ
の
安
全
対
策
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
す
る（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
同
時
配
信
）。

時
間
は
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
、
会
場
は
東
ト
総

合
会
館
７
階
大
会
議
室
。

受
講
対
象
は
、
専
門
部
会

に
所
属
す
る
会
員
事

業
者
の
管
理
者
・
ド

ラ
イ
バ
ー
、
荷
主
企

業
・
団
体
関
係
者
。

定
員
は
会
場
80

人
、
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
４

０
０
人（
そ
れ
ぞ
れ

定
員
に
な
り
次

第
、締
め
切
る
）

内
容
は
、
関
東

運
輸
局
の
担
当
官
が「
改
正

物
流
法
の
施
行
に
向
け
た
検

討
状
況
」「
物
流
の
適
正
化
に

向
け
た
取
り
組
み
」「
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
に
お
け
る
事
故

防
止
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
、
事
業
者
発
表
を
行

う
。受

講
申
し
込
み
は
２
月
４

日
ま
で
。
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ「
セ
ミ
ナ
ー
情
報
」
に

掲
載
の
開
催
案
内
記
事
の

「
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら

申
し
込
む
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
教
育
研
修
・
輸
送

Ｇ（
☎
03
・
３
３
５
９
・
３

４
０
１
）

の
約
２
倍
と
集
中
す
る
た

め
で
、
今
春
は
３
月
15
日

か
ら
４
月
６
日
に
か
け
て

特
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

と
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
引

越
事
業
者
の
選
択
で
悩
ん

だ
場
合
に
は
、「
引
越
事

業
者
優
良
認
定
制
度（
引

越
安
心
マ
ー
ク
）」
の
認

定
事
業
者
を
利
用
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
。

東京・全国のトラック運送事業者数の推移
区分

年度

ト　ラ　ッ　ク　運　送　事　業
一　般 特　積 特　定 霊　柩 計

東京 全国 東京 全国 東京 全国 東京 全国 東京 全国
平成26 5,420 57,217 29 280 28 483 247 4,657 5,696 62,637
27 5,359 56,722 29 286 28 463 260 4,705 5,676 62,176
28 5,072 56,881 30 291 16 431 269 4,673 5,387 62,276
29 5,063 57,054 31 292 16 401 307 4,714 5,417 62,461
30 4,981 56,687 31 303 16 378 321 4,700 5,349 62,068

31・令和元 5,017 57,170 31 309 15 351 329 4,721 5,361 62,551
２ 4,973 57,481 33 309 15 333 330 4,721 5,351 62,844
３ 4,967 57,856 32 314 15 320 334 4,762 5,348 63,252
４ 4,910 57,749 31 313 16 309 340 4,769 5,297 63,140
５ 4,876 57,459 31 319 16 305 340 4,765 5,263 62,848

資料：国土交通省物流・自動車局貨物流通事業課

◇12月分◇
令和６年

２月は「化学物質管理強調月間」
厚労省 化学物資管理の推進を

引
越
繁
忙
期
対
策
を
決
定

分
散
引
越
の
協
力
求
め
る

全ト協

国交省 貨物自動車
運送事業者数２年連続で減少

東京４年連続で減少

東ト協
全ト協

ト
レ
ー
ラ
の
安
全

対
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

２月18日開催
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೩
ྉ
価
֨
が

一
ஈ
と
高
ಅ
し

て
い
る
。

府

の
価
֨

制
策

に
よ
る
補
助
金

が
ॖ
小
さ
れ
た
た
め
で
、

運
送
事
業
者
に
は
今
年
も

಄
の
௧
い
問

に
な
り
そ

う
だ
˗
೩
ྉ
高
ಅ
対
策
と

し
て
、

定
੫
率
分
の
՝

੫
を
ఀ
止
す
る
ト
リ
ガ
ー


項
の
ౚ
結
解
আ
が
提
ى

さ
れ
て
き
た
が
、
༩
ౘ
の

令
和
７
年
度
੫
制
改
正
大

ߝ
で
、
そ
の

定
੫
率
の

廃
止
が

り
込
ま
れ
た
。

自
༝
ຽ
主
・
公
明
の
༩
ౘ

と
国
ຽ
ຽ
主
ౘ
が
協
議
し

合
意
し
た
も
の
だ
˗
た

だ
、
そ
の
実
施
時
期
は
明

記
さ
れ
て
い
な
い
。
廃
止

ま
で
の
対
応
策
が
示
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
補
助
金
が

ஈ
階
的
に
ॖ
少
さ
れ
、
最

高

ਫ
準
ま
で
高
ಅ
し
そ

う
な
情

だ
˗
ૣ
期
に
೩

ྉ
減
੫
を
め
ぐ
る
協
議
が

ま
と
ま
る
こ
と
を
ئ
い
た

い
が
、
そ
れ
に

う

ସ

ࡒ
ݯ
の
ख
当
て
が
問

と

な
る
こ
と
か
ら
、
結

が

出
る
ま
で
に
ឯ
༨
ۂ
ં
が

予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で

現
下
の
೩
ྉ
高
ಅ
に

え

͟
る
を
得
な
い
よ
う
だ
˗

さ
ら
に
੫
制
大
ߝ
で
は
、

自
動
車
関
係
ॾ
੫
に
つ
い

て
車
体
・
೩
ྉ
՝
੫
を
ؚ

め
総
合
的
に
検
討
し
見
直

し
を
行
う
と
さ
れ
た
。
そ

の
ࡍ
も
ࡒ
ݯ
問

が
য
点

と
な
る
は
ͣ
で
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
関
係
ॾ
੫
全

体
と
し
て
減
੫
に
な
る
と

は
ݶ
ら
な
い
。

視
し
て

い
く
ඞ
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

は
そ
の
時
ʑ
で
ม
化
す
る

体
ݧ
ܕ
ア
ク
テ
ỹ
ビ
テ
ỹ

や
展
示
を
行
う
そ
う
で

す
。
ま
た
地
下
３
階
は
、

৯
と
の
新
し
い
向
き
合
い

方
や
ָ
し
み
方
を
提
案
す

る
、「
Χ
ジ
ỿ
ア
ル
μ
イ

χ
ン
グ
」
も
Φ
ー
ϓ
ン
予

定
と
の
こ
と
。
こ
の
ۙ
ล

で
は
低

の
ビ
ル
で
す

が
、
あ
え
て
低

く
ߏ
え
る
こ
と

で
、
集
積
率
の

高
い
都
会
の
中

に
༨
ന
と
新
し

い
ܠ
؍
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。

中
央
۠
ۜ
࠲
の
数
د


ڮ
交
ࠩ
点
に
໘
し
て
い
る

ι
χ
ー
ビ
ル
が
、
１
月
26

日
に「(

JO[B�4POZ�
1
BSL

」
と
し
て
グ
ラ
ン

ド
Φ
ー
ϓ
ン
し
ま
す
。
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
だ
っ
た
چ
ビ

ル
は
、
２
０
１
７
年
に
Ӧ

業
が
ऴ
ྃ
。
し
か
し
新
し

い
ビ
ル
の
ݐ
設
を
急
が

ͣ
、
ビ
ル
の
解
体
్
中
で

も
実
ݧ
的
に
公
Ԃ
と
し
て

の
ࢼ
み
を
行
っ
た
り
、
イ

ベ
ン
ト
や
展
示
会
な
ど
を

行
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

都会の中の公園

ൢ
ച
ス
ペ
ー
ス
や

常
設
ళ
ฮ
は
ೖ
ら

ͣ
、
୭
で
も
自
༝

に
ೖ
れ
て
散
策
や

ٳ
ܜ
が
で
き
る
༨

ന
の
あ
る
造
り
に

し
、
各
フ
ロ
ア
で

(JO[B�4POZ�1BSL
ʢۜ࠲ιχʔύʔΫʣ

ॅॴɿதԝ۠ۜ5�3�1࠲
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(JO[B�4POZ�1BSL

Φ
ー
ϓ
ン
後
も
ۜ
࠲
の

一
等
地
に
あ
り
な
が
ら
、

ビ
ル
内
に
ι
χ
ー
製
品
の

り
、
ジ
ェ
ス
チ
Ỿ
ー
だ
け
で
、

༩
え
ら
れ
た
お

を
相
ख
に


え
る
ή
ー
ム
も
し
ま
し
た
。

ऴ
൫
の「
対

の
部

」
で

は
、
Ի
の
な
い
ੈ
界
と
Ի
の
あ

る
ੈ
界
の
Ս
け
ڮ
と
な
る
ἔ
通

訳
者
ἕも
交
え
、
ײ
想
や
ؾ
づ

き
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
教
Պ
書
的

に「
障
害
者
を
理
解
し
よ
う
」

と
い
っ
た
ݎ
ۤ
し
さ
は
な
く
、

「
Ի
の
な
い
ੈ
界
で
の
ί
ミ
ỿ
χ

έ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
ʁ
」
と
い
っ
た

シ
ン
ϓ
ル
な
ٙ
問
を
、
ス
Ω
ル

の
高
い
案
内
役
と
一
ॹ
に
発
見

し
て
い
く
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
で
し
た
。
よ
く
作
ら
れ
て

い
る
な
と
ᄬ
ら
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
Ի
の
な
い

ੈ
界
で
の
ί
ミ
ỿ
χ
έ

ー
シ
ョ
ン
を
体
ݧ
す
る

「
μ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
α
イ

レ
ン
ス
」に
ࢀ
加
し
ま
し
た
。

以
前
、
視
֮
障
害
の
あ
る
方

が
案
内
役
と
な
り
、
҉
ҋ
の
中

で
Ն
ࡇ
り
を
ָ
し
む
と
い
う

「
μ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
β
・

μ
ー
ク
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を


հ
し
ま
し
た
。

今
回
は
Ի
を
ः
断
す
る

ϔ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
ண
け
、

ௌ
֮
障
害
の
あ
る
方
と
一

ॹ
に
、Ի
の
な
い
ੈ
界（
自

分
も

を
出
さ
な
い
）で

意
ࢥ
ૄ
通
を
し
て
い
き
ま

す
。

Ի

に
པ
ら
ͣ
対

を
す
る

達
人
が
案
内
役
で
す
が
、
今
回

「
や
っ
く
ん
」と
い
う
ए
い
உ
性

が
、５
人
の
ࢀ
加
者
を
フ
ォ
ロ

ー
し
ま
し
た
。
൴
は
表
情
が
と

て
も
๛
か
。
も
う
ἔ
表
情
ے
の

α
ー
Χ
ス
ἕを
見
て
い
る
よ
う
。


せ
方
も
う
ま
い
。
ύ
ン
ト
マ

イ
マ
ー
な
の
で
し
ょ
う
か
ʁ

「
إ
の
Ϊ
Ỿ
ラ
リ
ー
」
の
部


で
は
、൴
を
お
ख
本
に
、එ
、

目
、
ඓ
、
口
な
ど
を
最
大
ݶ
に

動
か
し
て
ؾ
持
ち
を

え
て
い

き
ま
す
。

の
写
真
を
見
せ
ら

れ
る
と
、
み
ん
な
ۤ

を
ט
み

つ
Ϳ
し
た
إ
を
し
な
が
ら
表
現

し
て
い
ま
し
た
。

్
中
、
や
っ
く
ん
が
ө
画

ス
タ
ー
の
ジ
Ỿ
ッ
Ω
ー
チ
ェ

ン
に
ࣅ
て
い
る
こ
と
に
ؾ
づ

き
خ、
し
く
な
っ
た
ච
者
は
、

Χ
ン
フ
ー
の
真
ࣅ
を
し
て


応
し
ま
す
。
後
で
知
っ
た
の

で
す
が
、
൴
は
役
者
も
や
っ

て
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
修
行

も
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
ど

う
り
で
。

こ
の
ほ
か
、
み
ん
な
で
ख

を

っ
て
影
ֆ
で
༡
ん
だ

音
の
な
い
世
界
を
体
験

表情の達人が案内役

ライターライターライター
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MO 第45回

２
０
２
５（
令
和
７
）
年
Եき

の
と
みາ
の

年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
年
は
ত
和

１
０
０
年
、
ઓ
後
80
年
を
ܴ
え
、ἔ
ত

和

ἕな
ど
も
出
て
く
る
だ
Ζ
う
。

新
年
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
新
た
な

始
ま
り
と
か
再
生
と
い
う
よ
う
な
、

ϔ
ビ
が

ൽ
す
る
こ
と
な
ど
に
Ҽち

な

ん

だ
も
の
が
多
か
っ
た
。
ϔ
ビ
に
関
す

る
３
部
作
の
ஶ
書
が
あ
る
ຽ
ଏ
学
者

の
٢

༟
子
ࢯ
に
よ
る
と
、「
ϔ
ビ
は

自
然
の
象

で
あ
り
、
ਆ

の
時


か
ら
人
間
と
の
関
わ
り
を
持
ち
、
生

໋
の
ݯ
と
し
て
の
छ
の
保
持
者
、


ൽ
に
よ
る
生
໋
の
更
新（
Ӭ
ԕ
の
生

໋
体
）、
無
ఢ
の
強
さ（
ఢ
を
一
ܸ
に

し
て
倒
す
ಟ
の
強
さ
）が
ੈ
界
の
ຽ


に
よ
っ
て
ਸ
ഈ
さ
れ
た
」と
い
う
。

だ
か
ら
ϔ
ビ
信
ڼ
は
日
本
だ
け
で

は
な
く
、
全
ੈ
界
で
見
ら
れ
る
と
い

う
。
日
本
で
は
ന
ऄ
が
大お

お
も
の物
主͵

し
の
か
み໋

の

お
ݣ
い
と
し
て

ら
れ
て
い
る
、
ಸ

良
県
の
ࡾ
ྠ
）ࢁ
大
ਆ
ਆ
ࣾ
）に
関

わ
る
大
物
主
໋
と
活い

く
た
ま
よ
り
び
め

ۄ
ґ
䈝
ച
の


は
有
໊
だ
が
、
都
内
に
も
ऄ
ۼ
ਆ
ࣾ

や
、
人
಄
ऄ

の
Ӊ
լ
ਆ
૾
を

っ

て
い
る
、

ా
۠
ઍ
ࡀ
１
ஸ
目
の
ߐ

ౡ
ਿ
ࢁ
ਆ
ࣾ
が
あ
る
。
Ӊ
լ
ਆ
は
৯

物
を
࢘
る
Ӊう

か

の
ՠ
೭
みޚ

た
ま
のࠢ

ਆか
み

と
同
ਆ
と

さ
れ
て
い
る
。
ϔ
ビ
と
も
関
係
の
あ

る
ห
ࡒ
ఱ
は
、
ח

時

に

ಙ
ਆ

の
要
素
が
加
わ
り
人
ؾ
が
上
ঢ
、
信

ڼ
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
日


ち
の
状
ଶ
が
続
い

て
い
た
と
い
う
。
年

末
か
ら
テ
レ
ビ
の
情

報
൪
組
や
バ
ラ
エ
テ

ỹ
ー
、
雑
ࢽ
な
ど
で


հ
さ
れ
て
は
い
た

が
、
Ｓ
̣
Ｓ
の



力
が
大
き
い
こ
と
を

改
め
て
実
ײ
し
た
。

こ
の
ਆ
ࣾ
に
は
地

ク
ス
」
が
始
ま
っ
た
。
金
༥

؇
和
・
ࡒ

出
動
・
成
長
ઓ

ུ
を
掲
げ
た
経
済

策
で
、

デ
フ
レ

٫
、
２
％
の
イ
ン

フ
レ
目
標
達
成
に
向
け
、
金

༥
؇
和
を
実
施
し
た
。
7
月

の
ࢀ
議
Ӄ
選
ڍ
で
は
自
ຽ
ౘ

が
ѹ
উ
し
て「
Ͷ
じ
れ
」
を
解
消
し
、

༩
ౘ
の
一
強
体
制
が
ܗ
成
さ
れ
た
。

現
在
の
物
価
高
ಅ
を
受
け
て
消
費
੫

問

が
取
り
ࠫ
ଡ
さ
れ
て
い
る
が
、

消
費
੫
を
５
％
か
ら
８
％
へ
引
き
上

げ
る
こ
と
を
２
０
１
４
年
に
実
施
す

る
と
決
め
た
。

さ
て
今
年
は
ࢀ
議
Ӄ
議
員
選
ڍ
、

東
京
都
で
は
都
議
会
議
員
選
ڍ
が
あ

り
、
ア
ベ
ϊ
ミ
ク
ス
や
消
費
੫
の
減

੫
な
ど
も


に
な
っ
て
い
る
が
、

ݸ
人
所
得
を
増
や
す
た
め
の
「
１
０

３
万
ԁ
の
น
」を
は
じ
め
と
し
たἔ
น

問

ἕ、ἔ
ガ
ι
リ
ン
੫
の

定
੫
率

問

ἕ等
ʑ
、༷
ʑ
な
問

が
あ
る
。

「
ख़
議
」
の
成
果
が
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
、期

し
た
い
と
こ
Ζ
だ
。

本
ݻ
有
の
ਆ
・
Ӊ

լ
ਆ
と
結
び
つ

き
、
ऄ

と

人

の
إ
を
持
つ
Ӊ
լ

ਆ
の
࢟
と
な
っ
た
。

今
年
の
ύ
ϫ
ー

ス
ϙ
ッ
ト
は
本
ࢴ

の
ࡢ
年
12
月
25
日

߸
で

հ
さ
れ
て

い
た
、
品

۠
ೋ

年
の
າ
年
に
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
が

ى
き
た
の
だ
Ζ
う

か
。
現
在
ま
で
続

い
て
き
た
経
済


策
の
ப
で
あ
っ

た
、「
ア
ベ
ϊ
ミ

༿
�
ஸ
目
の
ऄ
ۼ
ਆ
（ࣾ
ఱ

ਆ
ࣾ
）

で
決
ま
り
と
ࢥ
っ
て
い
た
が
、
こ
れ

ほ
ど
と
は
と
新
年
か
ら
ڻ
か
さ
れ

た
。
正
月
ࡾ
が
日
は
人
出
も
多
い
だ

Ζ
う
と
ԕ
ྀ
し
、
দ
の
内
に
な
れ


と
１
月


に
ܮ
で
て
み
た
。
ਆ
ࣾ

へ
の
道
は
ύ
ϫ
ー
ス
ϙ
ッ
ト
ら
し
さ

を
け

ん
で
ん
す
る
も
の
は
な
く
、
と
こ
Ζ

ど
こ
Ζ
に
ض
が
立
っ
て
い
る
ぐ
ら
い

で
案
内
൘
も
見
当
た
ら
な
い
が
、
ۙ

く
に
行
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
。
延
ʑ
と
人

の
ྻ
が
続
い
て
い
る
。
͟
っ
と
見
て

も
２
０
０
人
以
上
は

っ
て
い
そ
う

だ
。境

内
に
ೖ
る
所
で
ೖ
場
整
理（
制

ݶ
）を
し
て
い
た
関
係
者
に
聞
い
て

み
る
と
、「
こ
の
༷
子
だ
と
�
時
間

以
上

つ
だ
Ζ
う
」
と
の
こ
と
。
ࡾ

が
日
の
一
൪
多
い
時
で
、
境
内
に
ೖ

る
ま
で
に
�
時
間
以
上
は
か
か
っ
た

よ
う
で
、
そ
れ
以
後
も
３
、
４
時
間

ݩ
と
の
つ
な
が
り
の
あ
る
ന
ऄ
Ⴕ
ࡒ

ఱ
が

ら
れ
て
お
り
、
金
運
ア
ッ
ϓ

の
ئ
い
を
受
け
止
め
て
く
れ
る

組

み
が
あ
っ
て
、「
ന
ऄ
छ
મ
の
મ
回
し
」

や「
ന
ऄ
ਗ਼
ਫ
મ
ચ
い
」の
場
所
が
あ

る
。
મ
回
し
は
、
ന
ऄ
छ
મ
を
石
ӓ

の
金
ഋ
の
上
に

せ
て
、
時
計
回
り

に
３
回
Ώ
っ
く
り
と
回
し
、
ࣾ
会
や

お
金
が
よ
い
方
向
に
回
る
よ
う
に
ئ

う
の
だ
が
、ἔ
金
回
り
が
よ
く
な
っ

て
自
分
の
と
こ
Ζ
に
དྷ
る
よ
う
に
ἕ

と
つ
い
ཉ
ு
っ
て
ئ
っ
て
し
ま
う
。

મ
ચ
い
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
ਆ
ࣾ
で
は
、
β
ル
に
ന
ऄ
छ
મ

と
自
分
の
お
金
を
ೖ
れ
て
ਗ਼
め
る
。

ന
ऄ
Ⴕ
ࡒ
ఱ
の
あ
り
が
た
さ
は
、

ਆ
ࣾ
の
ਆ
職
が
ূ
明
し
て
い
る
。
ന

ऄ
が

ん
で
い
た
ઘ
を
ރ
ら
せ
た
ま

ま
に
し
て
い
た
ら
、
ࢀ
ഈ
者
に
ݩ
の

よ
う
に

し
な
さ
い
と
ݴ
わ
れ
た
。

ਆ
職
が
ୌ
の
あ
る
ઘ
を
作
る
な
ど
し

て
現
在
の
よ
う
な
࢟
に
し
た
と
こ

Ζ
、
ࢀ
ഈ
者
が
多
く
๚
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

運
ؾ
を
Կ
と
か
上
げ
た
い
と
ئ
う

の
だ
が
、
今
年
は
ど
の
よ
う
な
年
に

な
る
の
だ
Ζ
う
か
。
ݹ
い
記

で
は

６
４
５
年
に
「
Ե
າ
の
ม
」
が
ى
こ

り
、
ો
զ
ࢯ
の
全

か
ら
大
化
の
改

新
に
つ
な
が
っ
た
出
དྷ
事
が
ى
き
た

が
、
ま
ͣ
は
一
回
り
前
の
２
０
１
３

ऄۼਆࣾͷྻߦ

ߐ
ౡ
ਿ
ࢁ
ਆ
ࣾ
ͷ
Ӊ
լ
ਆ
૾

͔͢·Ͳ͏ͳΓࠓͯ͞

運気アップの
神頼み

ひ
と
・
ひ
と
・
ひ
と
で

す
ご
か
っ
た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト


